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◇
…
中
国
国
内
で
ス
ト
が
多
発
し

て
い
る
。
そ
の
ス
ト
も
日
本
や
韓

国
・
欧
州
な
ど
の
外
資
と
、
台
湾

系
の
企
業
で
起
こ
っ
て
い
る
。
中

心
勢
力
は
二
十
歳
代
の
若
い
労
働

者
の
鬱
積
し
た
不
満
に
火
が
つ
い

た
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
低
賃
金
ば
か
り
で

は
な
い
台
湾
系
企
業
で
は
人
権
問
題
に
も
な

り
か
ね
な
い
労
働
者
の
酷
使
が
あ
る
。
時
間

中
の
お
し
ゃ
べ
り
の
禁
止
や
ト
イ
レ
の
制
限

ま
で
あ
っ
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
人
権

の
抑
圧
で
あ
る
。

◇
…
中
国
に
よ
る
と
雇
用
情
勢
は
安
定
し
て

い
る
と
常
に
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
人
事
社

会
保
障
省
で
は
二
〇
〇
九
年
、
八
月
の
失
業

率
は
四
・
三
％
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
だ
が

新
卒
大
学
生
の
三
割
以
上
が
就
職
先
が
決
ま

っ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
も
偽
装
が
あ

る
よ
う
だ
。
就
職
が
内
定
し
て
い
な
い
学
生

に
は
卒
業
証
書
を
渡
し
て
い
な
い
と
い
う
。

別
の
「
社
会
青
書
」
の
資
料
で
は
九
・
六
％

だ
と
記
録
し
て
い
る
。
更
に
も
っ
と
ひ
ど
い

数
字
も
あ
る
。
都
市
部
の
失
業
率
は
二
〇
％

を
超
え
て
い
る
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。

◇
…
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
不
況
か
ら
の
立
ち
直
り

も
早
か
っ
た
。
上
海
万
博
も
成
功
を
つ
か
ん

だ
よ
う
だ
。中
国
は
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

優
秀
な
人
材
を
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
て

い
る
。
最
新
流
行
の
分
野
に
学
ば
せ
て
、

本
国
に
引
き
揚
げ
る
。
し
か
し
、
本
国
で

は
仕
事
が
な
い
。
こ
れ
ら
優
秀
な
人
的
資

源
の
活
用
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
。

そ
れ
に
環
境
問
題
、
飲
料
水
が
汚
染
さ
れ
、

煙
は
出
し
っ
放
し
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

と
共
産
党
の
一
党
独
裁
社
会
は
両
立
し
な

い
の
で
は
な
い
か
。
今
回
の
ス
ト
の
多
発

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
が
大
き
い
と
い

う
。

◇
…
中
国
の
複
雑
な
社
会
構
成
の
な
か
で

成
功
を
お
さ
め
て
い
る
の
は
資
生
堂
だ
と

い
う
。
資
生
堂
が
社
是
と
し
て
い
る
も
の

は
、
リ
ベ
ー
ト
対
応
な
ど
は
現
地
の
支
社

長
が
行
う
が
、
不
当
な
賄
賂
要
求
は
絶
対

に
断
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
日
本
企
業

の
足
許
を
見
透
か
さ
れ
た
中
国
の
つ
け
込

み
に
は
絶
対
の
ら
な
い
と
い
う
不
動
の
信

念
が
う
か
が
え
る
。
中
国
経
済
が
膨
ら
め

ば
膨
ら
む
ほ
ど
市
場
へ
の
魅
力
は
大
き
く

な
る
。
な
に
し
ろ
人
口
一
三
億
を
抱
え
る

巨
大
市
場
。
日
本
側
と
隣
接
す
る
市
場
だ

け
に
提
携
し
、
友
好
関
係
を
強
め
た
い
の

は
当
然
で
あ
る
。
外
交
の
達
人
で
あ
る
中

国
相
手
に
ど
れ
だ
け
の
取
組
み
が
で
き
る

か
。（
Ｋ
）

時事余聞

今
漁
村
は
大
き
な
変
革
の
中
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
漁
村
人
口
も
急
速
な
縮
小
傾
向
に
あ

り
、
し
か
も
水
産
物
の
需
要
を
支
え
る
消
費
者

人
口
も
高
齢
少
子
化
を
迎
え
、
お
ま
け
に
経
済

停
滞
、
財
政
悪
化
な
ど
極
端
な
悪
条
件
を
背
負

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
村
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ

れ
漁
村
が
抱
え
る
自
助
、
共
助
、
公
助
の
観
点

か
ら
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、
活
力
あ
る
漁
村
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
か
、
の
趣
旨
の
も
と
に

論
評
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
時
宜
を

得
た
好
論
評
で
、
筆
者
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人
　
東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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田た

宏
ひ
ろ
し

略
歴
▽
株
式
会
社
漁
村
計
画
　
代
表
取

締
役
１
級
建
築
士
・
技
術
士
（
水
産

土
木
）

一
九
五
五
年
熊
本
市
生
ま
れ
。

八
〇
年
に
早
稲
田
大
学
理
工
学

部
建
築
学
科
卒
業
後
、
八
二
年

よ
り
㈱
漁
村
計
画
研
究
所
。
〇

〇
年
よ
り
同
社
代
表
取
締
役
を

経
て
、
〇
九
年
よ
り
㈱
漁
村
計

画
設
立
、
同
代
表
取
締
役
。
現

場
に
真
実
あ
り
を
モ
ッ
ト
ー
に

全
国
の
漁
村
を
歩
き
、
漁
業
者

や
漁
村
住
民
と
飲
み
か
つ
議
論

し
な
が
ら
、
漁
村
の
環
境
整
備

や
地
域
お
こ
し
に
関
わ
る
。

最
近
の
興
味
の
所
在
は
、
市
町

村
合
併
下
の
小
規
模
漁
村
集
落

の
最
小
自
治
単
位
と
し
て
の
自

律
性
の
あ
り
方
と
、
漁
村
に
お

け
る
内
発
的
地
域
お
こ
し
の
有

効
な
方
法
論
と
し
て
の
都
市
漁

村
交
流
を
含
め
た
多
様
な
産
業

お
こ
し
の
あ
り
方
。

〇
一
年
よ
り
国
土
交
通
省
地
域

振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
早
稲
田

都
市
計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
幹
事
、

長
崎
県
水
産
人
材
バ
ン
ク
専
門

家
、
高
知
県
産
業
振
興
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
歴
任
。
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日
本
列
島
は
、
文
字
通
り
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
島
の
連
な
り
か
ら
成
り
立
つ
。
そ
し
て
、
海
に
囲
ま

れ
た
列
島
の
津
々
浦
々
に
、
人
々
と
海
と
の
、
時
に
穏
や
か
な
、
時
に
耐
え
難
い
ほ
ど
厳
し
い
、
時

に
歓
喜
に
満
ち
た
濃
密
な
時
間
を
共
有
し
て
き
た
蓄
積
の
か
た
ち
が
あ
る
。

日
本
と
い
う
島
の
連
な
り
は
、
日
本
列
島
と
呼
ば
れ
る
。

は
じ
め
に

漁
村
を
ど
う
定
義
す
る
か
に
も
よ
る
が
、
日
本
の
沿
岸
線
約
三
・
五
万
㎞
に
は
、
漁
業
セ
ン
サ
ス

－　－1

株
式
会
社
　
漁
村
計
画

富

田

　

宏

代
表
取
締
役

今
、
あ
え
て
漁
村
計
画
論

〜
漁
村
づ
く
り
の
来
し
方
と
行
く
末
に
つ
い
て
〜



－　－

に
よ
れ
ば
六
、
〇
〇
〇
余
の
漁
村
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
表
―
１
）。
つ
ま
り
、
単
純
計
算
す

れ
ば
沿
岸
線
（
五
〜
六
㎞
）
に
一
つ
の
漁
村
が
立
地
す
る
。
こ
の
よ
う
な
立
地
密
度
が
高
い
の
か
低

い
の
か
、
よ
く
は
分
か
ら
な
い
。
漁
業
権
や
資
源
管
理
、
漁
業
運
営
あ
る
い
は
地
域
運
営
等
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
検
証
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
村
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
が
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
の
出
発
点
は
そ
こ

に
あ
る
。

農
山
漁
村
地
域
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
大
き
く
変
貌
し
た
。
戦
後
漁
業
は
、
沿
岸
か
ら
沖
合
、

遠
洋
へ
と
発
展
過
程
を
た
ど
り
、
そ
の
後
の
国
際
漁
業
規
制
等
に
よ
る
沿
岸
へ
の
回
帰
と
い
う
歴
史

的
な
動
き
を
た
ど
る
。
地
域
社
会
認
識
の
面
で
は
、
そ
の
よ
う
な
動
き
と
呼
応
し
つ
つ
、
後
進
性
の

格
差
是
正
の
観
点
か
ら
、過
疎
進
行
の
中
で
独
自
の
魅
力
や
多
面
的
機
能
を
持
つ
定
住
社
会
の
構
築
、

都
市
と
の
交
流
・
共
生
に
よ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
模
索
と
い
っ
た
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る

（
表
―
２
）。

高
度
経
済
成
長
以
後
の
過
疎
過
密
問
題
を
契
機
に
、
安
定
成
長
期
に
入
っ
た
昭
和
五
〇
年
代
が
、

ま
さ
に
リ
セ
ッ
ト
的
と
も
言
う
べ
き

‘
ま
ち
づ
く
り
の
時
代

a
で
あ
り

‘
地
方
の
時
代

a
で
あ
っ
た

こ
と
は
時
代
の
必
然
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
、
漁
村
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り

を
前
提
と
し
た
総
合
的
な
漁
村
の
生
活
環
境
整
備
を
め
ざ
し
た
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業（
水
産
庁
）

が
発
足
し
た
こ
と
は
、
定
住
環
境
と
し
て
の
漁
村
が
国
の
行
政
対
象
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
時
代

の
要
請
で
あ
る
と
同
時
に
、
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

2

そ
れ
ぞ
れ
の
漁
村
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
暮
ら
し
が
あ
る



－　－3

表－１　漁業集落、漁港及び漁港背後集落の立地概況（平成15年）

資料－漁業センサス、漁港港勢調査、漁港背後集落調査

表－２　漁業生産構造面での沿岸漁業（漁村）の位置付（平成15年）

資料－漁業センサス、漁業・養殖業生産統計年報



－　－

し
か
し
、
そ
の
後
、
沿
岸
漁
業
や
漁
村
振
興
に
向
け
て
多
く
の
施
策
が
継
続
的
に
投
じ
ら
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
現
時
点
で
、
辺
地
漁
村
の
過
疎
高
齢
化
傾
向
に
必
ず
し
も
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
、
日
本
の
人
口
は
有
史
初
め
て
減
少
局
面
に
あ
る
。
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
閉
塞
感
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
の
格
差
の
発
生
等
は
、
決
し
て
漁
村
だ
け
が
抱
え
る
問
題
で
は
な
い
。
全
国
の
消

費
者
数
自
体
が
減
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
ま
で
通
り
の
や
り
方
で
、
水
産
物
の
量
が
さ
ば
け
、
単

価
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
世
界
的
な
人
口
爆
発
は

続
い
て
お
り
、
国
際
商
品
で
あ
る
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
類
の
缶
詰
は
、
食
料
不
足
の
国
へ
の
輸
出
商
材

と
し
て
一
定
価
格
を
維
持
し
て
い
る
と
言
う
。

地
域
運
営
の
面
で
は
、行
財
政
改
革
の
妙
手
の
期
待
の
も
と
実
施
さ
れ
た
市
町
村
合
併
が
一
段
落
、

加
え
て
漁
協
合
併
、
市
場
統
合
も
進
む
中
、
地
域
自
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
基
礎
単
位
と
し
て
の
漁

村
集
落
の
極
端
な
体
力
低
下
が
心
配
で
あ
る
。
大
野
晃
（
長
野
大
学
教
授
）
に
よ
る
限
界
集
落
の
定

義
、
つ
ま
り
「
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
集
落
人
口
の
半
数
を
越
え
、
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
田
役
、

道
役
な
ど
の
社
会
的
共
同
生
活
の
維
持
が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
集
落
」
に
該
当
す
る
集
落

が
、
水
産
庁
調
査
デ
ー
タ
（
平
成
二
〇
年
の
漁
港
背
後
集
落
約
四
、
八
〇
〇
に
限
る
）
で
は
、
約
一

割
程
度
（
大
野
教
授
の
定
義
の
数
値
部
分
の
み
で
集
計
）
に
達
し
、
う
ち
人
口
が
二
〇
人
以
下
の
集

落
が
全
体
の
一
％
と
推
定
さ
れ
る
。

特
に
資
源
依
存
的
な
立
地
特
性
を
持
つ
漁
村
の
場
合
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
数
値
上
の
限

4

少
子
高
齢
化
、
経
済
の
閉
塞
感
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
の
格
差
の
発
生

等
は
、
決
し
て
漁
村
だ
け
が
抱
え

る
問
題
で
は
な
い
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図－１　全国漁港プロット図
資料－早大修士論文（齋藤亮）



－　－

界
集
落
の
定
義
が
直
接
当
て
は
ま
る
か
否
か
は
、
今
後
、
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
就
業
者
数
や
漁
村
人
口
な
ど
漁
村
に
関
す
る
各
種
人
口
指
標
が
、
多
く
の
場
合
、

急
速
な
縮
小
局
面
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
加
え
て
、
水
産
物
需
要
を
支
え
る
全
国

人
口
自
体
の
減
少
と
経
済
停
滞
、
財
政
悪
化
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
や
支
援
体

制
の
変
化
な
ど
に
対
す
る
漠
と
し
た
不
安
が
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
時
代
的
変
化
と
厳
し
い
局
面
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
再
度
、
漁
村
と

は
何
か
か
ら
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
地
域
社
会
と
し
て
の
漁
村
を
見
直
し
、
よ
り
拍
車
が
か
か
り
つ

つ
あ
る
過
疎
高
齢
化
傾
向
な
ど
周
辺
諸
条
件
の
変
容
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
村
が
有
す
る
課
題
を
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、
活
力
あ
る
漁
村
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く

の
か
、
今
、
あ
え
て
漁
村
計
画
論
を
再
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一．

漁
村
の
歴
史
・
成
立
過
程
に
つ
い
て

漁
村
計
画
の
対
象
で
あ
る
漁
村
の
歴
史
、
成
立
過
程
を
改
め
て
見
直
し
て
み
た
い
。

現
在
、
漁
村
の
中
に
は
、
律
令
時
代
の
「
海
部
」
か
ら
の
伝
統
を
ひ
く
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
多

く
は
中
世
の
頃
に
、
資
源
を
追
っ
て
沿
岸
部
を
渡
り
歩
い
て
い
た
漁
民
が
あ
る
地
域
に
定
着
し
た
こ

と
で
成
り
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
世
時
代
に
成
立
し
た
漁
村
で
は
、
海

産
物
を
朝
廷
や
幕
府
、
守
護
等
に
上
納
す
る
義
務
が
あ
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
権
力
者
に
よ
る
保
護
と

6

そ
れ
ぞ
れ
の
漁
村
が
有
す
る
課
題

を
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
観
点

か
ら
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、
活
力

あ
る
漁
村
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
の
か
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漁
業
生
産
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。

近
世
以
降
、
海
辺
に
立
地
す
る
農
村
の
多
く
が
地
先
の
海
を
利
用
し
て
、
自
給
用
の
漁
業
や
肥
料

づ
く
り
の
た
め
の
漁
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
、「
本
浦
」
や
「
立
浦
」
と
呼
ば
れ
た
中
世
以
来

の
歴
史
を
持
つ
海
人
漁
村
と
、
近
世
以
降
の
端
浦
（
主
農
従
漁
集
落
）
と
の
間
で
、
漁
場
や
資
源
を

め
ぐ
る
係
争
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
係
争
の
歴
史
を
通
じ
、
海
辺
の
農
村
は
徐
々

に
地
先
海
域
を
囲
い
込
み
、
そ
の
漁
業
権
を
確
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

一
七
四
一
年
（
寛
保
一
年
）
の
有
名
な
「
山
野
海
川
入
会
」
の
文
書
に
は
、

‘
磯
猟
ハ
地
付
次
第

也
、
沖
ハ
入
会

a
‘
藻
草
二
役
銭
無
之
、
漁
猟
場
之
無
差
別
地
元
次
第
刈
之

a
‘
村
並
之
猟
場
ハ
村

境
ヲ
沖
エ
見
通
猟
場
ノ
境
タ
リ

a
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
、
地
先
海
域
の
漁
業
権
は
、
陸
の
村
境

を
基
準
に
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
帰
属
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
権
利
は
近
代
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
る
。
明
治
政
府
は
、
海
面
の
国
家
所

有
（
海
面
官
有
宣
言
一
八
七
五
年
）
に
よ
り
、
申
請
者
が
、
官
有
海
面
を
借
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

漁
業
を
行
な
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
今
に
続
く
わ
が
国
の
漁
業
制
度
上

最
も
重
要
な
漁
業
権
制
度
が
こ
の
時
期
に
確
立
さ
れ
る
。
旧
漁
業
法
（
一
九
〇
一
年
　
明
治
三
四
年
）

を
経
て
、
明
治
漁
業
法
（
一
九
一
〇
明
治
四
三
年
）
に
よ
り
漁
業
権
制
度
が
確
立
し
、
定
置
、
区
画
、

特
別
、
専
用
の
四
種
類
の
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
る
と
共
に
、
免
許
制
に
基
づ
き
認
可
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
専
用
漁
業
権
は
、
村
落
単
位
に
構
成
さ
れ
る
漁
業
組
合
地
区
の
地
先
海
面
を
使
用
し
て
行
う

地
先
水
面
専
用
漁
業
権
と
、
明
治
漁
業
法
以
前
の
旧
慣
習
に
基
づ
き
付
与
さ
れ
る
慣
行
専
用
漁
業
権

7

明
治
政
府
は
、
海
面
の
国
家
所
有

に
よ
り
、
申
請
者
が
、
官
有
海
面

を
借
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
業

を
行
な
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
と

る
よ
う
に
な
る
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の
二
種
類
が
存
在
し
た
。
地
先
水
面
専
用
漁
業
権
は
、
各
漁
村
の
江
戸
時
代
か
ら
の
地
先
漁
業
権
を
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
。

旧
漁
業
権
（
明
治
漁
業
法
）
は
、
そ
の
後
、
数
次
の
改
訂
作
業
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
基
本
的
に

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
漁
業
制
度
改
革
ま
で
存
続
、
そ
の
後
の
新
漁
業
権
（
定
置
、
区
画
、
共

同
漁
業
権
）
に
引
き
継
が
れ
る
。
戦
後
の
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
の
新
漁
業
法
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
の
漁
業
権
を
国
が
買
収
す
る
た
め
、
政
府
は
漁
業
補
償
を
行
い
、
漁
業
調
整
委
員
会
を
海
区

ご
と
に
設
け
て
漁
場
計
画
を
作
成
、
水
面
の
合
理
的
・
高
度
利
用
を
目
的
と
し
て
漁
業
権
を
免
許
と

す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
五
年
）
に
は
、
沖
合
・
遠
洋
漁
業
の
許
可
制

度
を
中
心
に
改
正
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
昭
和
の
漁
業
制
度
改
革
ま
で
、

明
治
の
漁
業
権
制
度
が
実
質
的
に
江
戸
時
代
の
村
落
構
造
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
漁
村
発
生
の
成
立
過
程
を
確
認
し
た
い
訳
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
重
ね
な

が
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
漁
村
は
、
地
先
漁
業
権
、
つ
ま
り
、
前
浜
の
資
源
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
を
保
ち
つ
つ
、
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
よ
れ

ば
、
基
本
的
に
は
、
陸
の
農
業
者
集
団
の

‘
浜
下
ろ
し

aと
い
う
形
態
と
、
海
の
漁
業
者
集
団
の

‘
陸

上
が
り

a
の
二
つ
の
形
態
あ
る
い
は
、
二
つ
が
融
合
し
た
形
態
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

漁
業
経
済
史
的
な
立
場
か
ら
、
羽
原
又
吉
（
日
本
漁
業
経
済
史
　
岩
波
書
店
　
一
九
五
四
年
）
は
、

農
業
と
漁
業
の
比
重
に
基
づ
く
漁
村
の
分
類
を
行
っ
て
い
る
（
表
―
３
）。
羽
原
は
、
豊
富
な
実
地

8

‘
浜
下
ろ
し

a
と

‘
陸
上
が
り

a
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図－２　漁村・漁港の形成史例（瀬戸内海にある漁村の例）
資料－新建築学体系18（集落計画／地井昭夫）より作成）

表－３　漁業経済史的立場からの漁村類型（羽原又吉）

資料－羽原又吉（日本漁業経済史　岩波書店　1954年）
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調
査
を
経
て
、
①
―
１
地
方
（
農
業
）、
①
―
２
海
辺
地
方
（
主
農
業
従
漁
）
か
ら
漸
次
、
②
―
１

端
（
葉
）
浦
（
半
農
半
漁
）、
②
―
２
本
（
立
）
浦
（
純
漁
業
）
が
形
成
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
過
程

を
提
示
し
て
い
る
。

一
方
、
漁
村
計
画
の
分
野
で
は
、
地
井
昭
夫
が
、
宮
本
常
一
の
日
本
列
島
を
取
り
囲
む
海
上
の
移

動
ル
ー
ト
（
海
廊
）
論
に
基
づ
い
て
、
海
上
渉
漁
と
各
地
へ
の

‘
移
動
と
定
住

a
、
つ
ま
り
、
平
安

期
の
禁
裏
や
神
社
等
へ
の
御
厨
（
海
産
物
を
貢
進
す
る
た
め
の
一
定
地
域
）
の
供
御
人
と
し
て
特
殊

な
海
産
物
を
扱
う
漁
業
者
集
団
の
陸
上
が
り
に
よ
る
集
落
形
成
が
合
理
的
説
明
可
能
な
こ
と
を
、
実

証
的
に
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
井
は
、
典
型
的
な
浜
下
が
り
と
陸
上
が
り
の
複
合
漁
村
事
例
の
形
成
史
を
、
図
―
２

（
新
建
築
学
体
系
一
八
集
落
計
画
）
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
戦
後

復
興
か
ら
水
産
食
料
増
産
を
主
な
目
的
と
し
て
昭
和
二
六
年
か
ら
本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
漁
港
整
備

に
よ
り
、
多
く
の
漁
村
に
お
い
て
、
図
中
③
漁
港
村
形
成
時
期
に
、
漁
港
が
漁
村
と
離
れ
た
生
産
装

置
で
は
な
く
、
漁
村
と
生
活
を
含
め
た
空
間
的
・
機
能
的
関
係
性
の
上
で
一
体
化
し
て
い
っ
た
と
い

う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
々
は
通
常
、
地
域
を
空
間
的
、
環
境
的
、
景
観
的
に
認
識
す
る
時
に

「
地
」
と
「
図
」
に
分
け
る
こ
と
が
多
い
。「
地
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ベ
ー
ス
で
あ
る
。「
図
」

は
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
漁
港
整
備
の
進
捗
に
伴
う
漁
港
村
形
成
期
を
経
て
、
漁
港
は
漁
村
の
「
図
」

か
ら
「
地
」
に
変
化
・
一
体
化
し
た
と
言
え
る
が
、
そ
の
施
設
規
模
の
大
き
さ
か
ら
、
こ
の
変
化
の

影
響
の
善
し
悪
し
も
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
小
規
模
漁
村
に
と
っ
て
は
唯
一

10

漁
港
は
漁
村
と
生
活
を
含
め
た
空

間
的
・
機
能
的
関
係
性
の
上
で
一

体
化
し
て
い
っ
た
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と
い
っ
て
い
い
社
会
資
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
状
況
や
課
題
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
た
多
様
な
地

域
振
興
基
盤
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

二．

漁
村
計
画
の
対
象
と
し
て
の
漁
村
と
は

漁
村
と
い
う
単
語
を
広
辞
苑
で
見
て
み
る
と
、「
主
に
漁
業
を
生
業
と
し
て
い
る
村
。
海
辺
の
村
。」

と
あ
る
。
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。
が
、
あ
ま
り
に
漠
と
し
て
い
て
、
地
域
振
興
や
計
画
の
と
っ
か
か
り

と
し
て
は
把
握
し
難
い
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
学
問
的
・
行
政
的
な
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

‘
漁
村

a

の
定
義
が
試
み
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。

漁
村
計
画
に
長
年
携
わ
っ
た
幡
谷
純
一
は
、
多
く
の
フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
と
研
究
蓄
積
に
よ
り
漁
村

の
特
質
（
昭
和
五
六
年
）
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

ø
資
源
依
存
的
性
格

い
う
ま
で
も
な
く
漁
業
の
生
産
形
態
は
、
海
洋
資
源
の
再
生
産
力
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
生

産
様
式
や
生
産
力
は
基
本
的
に
漁
場
条
件
に
規
定
さ
れ
る
。

ø
飛
地
的
性
格

漁
場
条
件
に
規
定
さ
れ
る
漁
業
集
落
の
立
地
は
、
交
通
体
系
依
存
型
立
地
（
都
市
）
や
水
利
体
系

立
地
依
存
型
立
地
（
農
村
）
と
は
異
な
っ
た
資
源
依
存
型
立
地
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
持
つ
こ
と
に

な
り
、
必
然
的
に
飛
地
的
、
不
連
続
な
立
地
形
態
と
な
っ
た
。
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øı
共
同
体
的
性
格

漁
場
の
総
有
や
漁
具
の
共
有
な
ど
を
基
底
と
し
て
漁
村
社
会
に
は
、
今
で
も
強
い
共
同
体
的
性
格

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
共
有
の
資
源
管
理
と
い
う
点
か
ら
も
う
ひ
と
つ
の
必
然
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
相
互
扶
助
的
な
社
会
的
連
帯
が
守
ら
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し

一
方
で
、
こ
う
し
た
性
格
が
漁
村
社
会
の
封
建
的
意
識
の
残
存
や
個
我
意
識
の
不
足
と
な
っ
て
現
れ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

ø
交
換
経
済
的
性
格

自
給
物
資
で
あ
り
得
な
い
水
産
物
は
、
常
に
市
場
と
の
結
び
つ
き
を
前
提
と
し
て
生
産
さ
れ
、
同

時
に
一
定
の
流
通
形
態
を
必
要
と
す
る
。
こ
う
し
た
性
格
は
、
近
年
で
は
漁
港
を
中
心
に
ま
す
ま
す

強
化
さ
れ
、
漁
港
お
よ
び
周
辺
空
間
は
生
活
と
生
産
が
一
体
化
し
た
集
落
の
核
と
も
い
う
べ
き
も
の

に
な
っ
て
き
た
。

ø
多
層
的
性
格

地
先
、
沿
岸
、
沖
合
、
遠
洋
と
発
展
し
て
き
た
日
本
漁
村
の
特
質
は
、
今
日
で
も
多
く
の
沿
岸
漁

村
に
多
層
的
に
残
存
し
て
お
り
、
漁
村
社
会
の
活
力
、
安
定
性
、
多
様
性
の
ひ
と
つ
の
根
拠
と
な
っ

て
い
る
。

øł
高
密
度
的
性
格

以
上
の
よ
う
な
社
会
的
、
生
産
的
、
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
多
く
の
沿
岸
漁
業
集
落
で
は
、
一

般
に
高
密
度
な
環
境
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
高
密
度
性
は
、
一
種
の
相
互
扶
助
あ
る
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い
は
社
会
資
本
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
孤
独
感
や
環
境
上
の
利
便
性
は
、
農
村
な
ど
に
比

し
て
は
る
か
に
小
さ
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
防
災
不
安
や
用
地
不
足
、
環
境
衛

生
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
等
の
主
要
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
。

特
に
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
資
源
依
存
的
性
格
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
漁
村
の
問
題
を

語
る
時
、
有
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
も
そ
も
の
漁
村
成
立
の
根
幹
で
あ
る
資
源
状
況
の
悪
化
の
深

刻
さ
が
あ
る
。
加
え
て
、
全
国
人
口
減
少
高
齢
化
と
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
る
需
要
の
頭
打
ち
、
国

際
情
勢
の
危
う
さ
に
よ
る
燃
油
高
騰
等
に
代
表
さ
れ
る
経
費
の
拡
大
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
多
く
の

漁
村
で
、
生
産
・
生
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
運
営
・
担
保
す
る
地
域
社
会
自
体
の
急
激
な
過
疎
高
齢
化

の
進
行
に
よ
る
脆
弱
化
と
い
っ
た
問
題
が
、
新
し
い
危
機
の
局
面
を
生
み
出
し
て
い
る
。
反
面
、
漁

村
の
資
源
依
存
的
性
格
、
共
同
体
的
性
格
、
高
密
度
的
性
格
と
い
っ
た
特
性
が
、
一
般
に
農
村
・
中

山
間
地
域
で
、
警
鐘
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
限
界
集
落
」
と
は
異
な
る
地
域
概
念
や
選
択
肢
、
地

域
と
し
て
の
し
な
や
か
さ
の
可
能
性
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
感
も
あ
る
。こ
の
点
は
、

漁
村
計
画
上
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
特
徴
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
漁
村
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
多
様
な
地
域

特
性
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漁
村
計
画
を
考
え
る
時
、
漁
村
と
い
う
地
域
概
念
を
ひ
と
く
く
り

に
し
た
議
論
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
学
問
的
・
行
政
的
な
立
場
か
ら
試
み
ら
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れ
て
き
た
先
達
に
よ
る

‘
漁
村

a
の
定
義
を
見
て
み
た
い
。

漁
業
経
済
学
の
分
野
で
は
、
漁
業
に
お
け
る
資
本
制
生
産
の
展
開
過
程
（
資
本
と
労
働
の
関
係
）

の
中
で
、
い
か
に
漁
村
型
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
近
藤
康
夫
（
日
本
漁
業
の
経

済
構
造
　
東
大
出
版
会
　
一
九
五
二
年
）
が
、
①
自
然
経
済
的
漁
村
、
②
小
商
品
生
産
的
漁
村
、
②

資
本
生
産
的
漁
村
、
④
マ
ニ
フ
的
漁
業
中
心
地
＝
漁
港
、
⑤
大
漁
港
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

沼
勇
は
、
漁
民
層
の
分
解
（
資
本
と
労
働
の
関
係
）、
漁
労
技
術
（
漁
法
の
固
定
性
や
移
動
性
、
規

模
）、
漁
場
の
所
有
関
係
に
よ
っ
て
、
①
小
生
産
的
漁
村
（
小
型
定
置
網
漁
村：

共
同
漁
業
権
第
二

種
漁
村
、
採
貝
藻
漁
村：

共
同
漁
業
権
第
一
種
漁
村
、
養
殖
漁
村：

区
画
漁
業
権
漁
村
、
釣
・
延

縄
・
刺
網
等
磯
漁
の
漁
村：

共
同
漁
業
権
漁
村
、
小
型
底
曳
網
漁
村
・
釣
延
縄
漁
村
）、
②
資
本
制

生
産
的
漁
村
（
大
型
定
置
網
漁
村
、
地
曳
・
船
曳
漁
村
、
ま
き
網
・
敷
網
系
漁
村
、
巾
着
網
・
中
型

底
曳
網
・
カ
ツ
オ
釣
・
マ
グ
ロ
釣
漁
村
）、
③
出
稼
ぎ
漁
村
（
②
の
資
本
制
生
産
的
漁
村
の
特
殊
型
、

出
漁
型
漁
村：
北
洋
サ
ケ
・
マ
ス
等
、
労
働
出
稼
型
漁
村：

ニ
シ
ン
・
定
置
等
漁
村
）、
④
内
水
面

漁
村
と
細
か
に
分
類
し
て
い
る
。

一
方
、
漁
業
経
済
史
的
な
立
場
か
ら
は
、
前
述
し
た
羽
原
又
吉
に
よ
る
農
業
と
漁
業
の
比
重
に
基

づ
く
地
方
、
浦
方
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
分
類
が
あ
る
。

山
岡
栄
一
（
漁
村
社
会
学
の
研
究
　
大
明
堂
　
一
九
六
五
年
）
は
、
漁
村
社
会
学
の
立
場
か
ら
、

漁
村
を
「
漁
業
及
び
こ
れ
に
関
連
あ
る
生
業
に
従
事
す
る
家
々
（
＝
漁
業
関
係
世
帯
）
を
比
較
的
多

く
包
含
し
て
い
る
集
落
」
と
定
義
し
て
お
り
、
都
市
や
農
村
と
の
関
係
や
市
場
圏
と
の
関
係
、
共
同
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体
と
し
て
の
把
握
を
通
じ
て
、
①
純
漁
村
部
落
、
②
半
農
半
漁
村
部
落
と
い
う
分
類
や
、
①
漁
港
漁

村
、
②
砂
浜
漁
村
、
③
廻
船
漁
村
と
い
う
分
類
を
試
み
て
い
る
し
、
齋
藤
兵
市
（
社
会
学
評
論
　
一

九
五
五
）
に
よ
れ
ば
、
①
離
島
漁
村
、
②
半
島
漁
村
、
③
沿
岸
漁
村
と
い
う
地
理
的
・
立
地
的
な
分

類
と
、
①
地
先
部
落
、
②
市
街
地
部
落
と
い
っ
た
社
会
的
分
類
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。

ま
た
、
法
社
会
学
的
な
立
場
か
ら
潮
見
俊
隆
（
漁
村
の
構
造
　
岩
波
書
店
　
一
九
五
四
年
）
は
、

漁
村
の
構
造
を
規
定
す
る
も
の
は
漁
業
制
度
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
旧
漁
業
法
の
漁
業
権
に
よ
る

分
類
（
漁
業
制
度
の
社
会
的
規
定
性
）
か
ら
、
①
専
用
漁
業
権
の
村
、
②
特
別
漁
業
権
の
村
、
③
定

置
漁
業
権
の
村
、
④
区
画
漁
業
権
の
村
と
い
う
分
類
を
示
し
て
い
る
。
旧
漁
業
法
に
よ
る
分
類
で
あ

る
が
、
漁
村
に
お
け
る
漁
業
権
の
重
要
性
か
ら
見
て
も
、
新
漁
業
法
の
時
代
に
あ
っ
て
も
そ
の
本
質

的
な
有
意
性
は
変
わ
ら
な
い
。

地
理
学
に
お
け
る
漁
村
研
究
は
、
主
と
し
て
集
落
地
理
学
、
経
済
地
理
学
の
分
野
で
行
わ
れ
て
き

て
お
り
、
わ
が
国
漁
村
の
多
様
性
と
地
域
性
の
把
握
の
観
点
か
ら
、
極
め
て
多
彩
で
個
別
的
な
研
究

成
果
を
生
ん
で
い
る
が
、
中
で
も
、
青
野
寿
郎
（
漁
村
水
産
地
理
学
研
究
　
古
今
書
院
　
一
九
五
三

年
）
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
の
視
点
か
ら
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
多
く
の
漁
村
分
類
を
行
っ
て
い
る
。

・
自
然
条
件
の
視
点
…
…
①
砂
浜
型
漁
村
、
②
磯
浜
型
漁
村

・
立
地
点
の
視
点
…
…
…
①
海
洋
漁
村
、
②
湖
沼
漁
村
、
③
河
川
漁
村

・
漁
業
活
動
の
視
点
…
…
①
漁
労
漁
村
、
②
養
殖
漁
村
、
③
製
造
漁
村
、
④
採
藻
漁
村
、
⑤
採
貝

漁
村
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・
漁
場
条
件
の
視
点
…
…
①
沿
岸
漁
業
漁
村
、
②
沖
合
漁
業
漁
村
、
③
遠
洋
漁
業
漁
村

・
漁
労
手
段
の
視
点
…
…
①
網
漁
村
、
②
釣
漁
村
等

一
方
、
柿
本
典
昭
は
集
落
地
理
学
的
立
場
か
ら
、
漁
村
を
「
漁
業
協
同
組
合
を
構
成
す
る
一
つ
の

生
活
体
を
、
現
実
か
つ
有
効
な
地
域
的
単
位
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
漁
業
協
同
組
合
を
構
成
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
（
単
位
）
と
し
て
の
村
落
（
＝
漁
浦
）
と
み
な
し
、
研
究
対
象
の
最
小
単
位
と
す
る
」
と
し

て
い
る
。
こ
の
柿
本
の
考
え
方
は
、
現
在
、
広
域
漁
協
合
併
が
進
む
中
、
示
唆
的
で
あ
る
。
筆
者
が

訪
れ
た
漁
協
合
併
下
の
漁
村
で
、
集
落
内
に
居
住
す
る
組
合
員
の
総
員
集
会
が
な
く
な
っ
た
り
、
漁

協
支
所
職
員
が
域
外
通
勤
者
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
か
つ
て
の
活
気
が
失
わ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
と
い
う
事
例
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
他
漁
村
民
族
学
の
立
場
か
ら
は
、
桜
田
勝
徳
が
「
漁
業
従
事
者
と
い
う
明
ら
か
に
他
の
職
業

者
と
は
異
な
る
産
業
従
事
者
の
居
住
す
る
村
で
あ
る
か
、
又
は
、
こ
の
よ
う
な
人
び
と
の
居
住
村
で

あ
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
他
、
漁
業
に
直
接
、
間
接
に
関
係
し
て
生
活
し
て
ゆ
く
人
び
と

を
も
含
む
社
会
集
団
で
あ
る
。」
と
定
義
し
て
い
る
。

漁
村
計
画
学
の
地
井
昭
夫
及
び
幡
谷
純
一
は
、
計
画
論
の
対
象
と
し
て
の
漁
村
を
「
生
産
根
拠
地

（
船
溜
ま
り
・
漁
港
等
）
を
中
心
と
す
る
一
定
の
地
域
の
中
で
、
住
民
が
漁
業
生
産
上
、
生
活
上
一

定
の
結
合
関
係
（
地
縁
・
血
縁
・
生
産
関
係
等
）
を
有
し
、
そ
れ
ら
が
社
会
的
、
経
済
的
に
一
定
の

自
律
性
を
持
ち
、
か
つ
空
間
的
に
も
現
象
し
て
い
る
一
次
的
居
住
圏
で
あ
る
。」
と
定
義
し
、
自
律

圏
と
し
て
み
た
漁
業
集
落
の
構
造
性
に
関
す
る
研
究
の
中
で
、
①
集
落
定
着
型
漁
村
、
②
主
農
従
漁
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型
漁
村
、
③
半
農
半
漁
型
漁
村
、
④
漁
業
定
着
型
漁
村
、
⑤
漁
業
自
律
型
漁
村
、
⑥
漁
業
卓
越
型
漁

村
と
い
っ
た
地
域
に
お
け
る
漁
業
の
産
業
的
位
置
付
け
に
応
じ
た
分
類
や
、
①
地
域
中
心
型
漁
村
、

②
漁
業
都
市
型
漁
村
、
③
社
会
変
動
型
漁
村
、
④
漁
場
変
動
型
漁
村
、
⑤
漁
場
消
失
型
漁
村
と
い
っ

た
漁
業
環
境
の
変
動
や
社
会
経
済
条
件
に
よ
る
分
類
を
試
み
て
い
る
。

ま
た
、
斉
藤
輝
二
は
「
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
漁
業
地
区
を
漁
業
集
落
と
す
る
。」
と
定
義
し
て

い
る
。

た
だ
し
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
場
合
、
第
八
次
調
査
以
降
漁
業
地
区
内
に
複
数
の
漁
業
集
落
が
分
布
す

る
区
分
に
な
っ
て
お
り
、
漁
村
の
地
域
範
囲
を
ど
こ
に
線
引
き
す
る
か
の
議
論
は
残
る
。
更
に
、
別

途
、
水
産
庁
で
は
漁
港
背
後
集
落
と
い
う
区
分
（
基
本
的
に
は
漁
港
の
背
後
に
立
地
す
る
集
落
に
限

ら
れ
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
実
施
対
象
地
区
の
把
握
リ
ス
ト
の
意
味
合
い
が
強
い
）
が
あ
り
、

こ
の
空
間
範
囲
と
セ
ン
サ
ス
の
漁
業
地
区
、
セ
ン
サ
ス
の
漁
業
集
落
の
範
囲
が
異
な
る
こ
と
も
、
公

的
な
デ
ー
タ
整
理
上
の
隘
路
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

現
在
、五
年
毎
の
全
国
一
律
の
豊
富
な
公
的
デ
ー
タ
が
入
手
可
能
な
の
は
漁
業
セ
ン
サ
ス
で
あ
る
。

農
林
省
（
当
時
）
は
、
昭
和
三
〇
年
に
「
臨
時
農
業
基
本
調
査
」
に
お
い
て
、
初
め
て
統
一
的
指
標

に
基
づ
く
「
農
業
集
落
」
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、
農
業
セ
ン
サ
ス
や
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
調
査
で
採
用
さ
れ
た
集
落
分
類
の
中
で
、
漁
村
は
第
Ⅳ
類
型
と
し
て

扱
わ
れ
、
全
体
で
四
、
〇
二
五
集
落
（
一
九
七
〇
年
※
復
帰
前
の
沖
縄
を
除
く
）
と
な
っ
て
お
り
、
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更
に
、
①
大
型
網
漁
業
、
②
の
り
か
き
漁
業
、
③
①
以
外
の
漁
業
賃
労
働
、
④
小
自
営
漁
業
と
分
類

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
漁
業
関
係
で
は
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
漁
業
地
区
一
〇

類
型
（
①
大
都
市
、
②
漁
港
、
③
沿
岸
漁
港
（
都
市
近
郊
）、
④
沿
岸
漁
港
（
そ
の
他
）、
⑤
漁
村

（
浅
海
養
殖
村
・
都
市
近
郊
）、
⑥
漁
村
（
浅
海
養
殖
村
・
そ
の
他
）、
⑦
漁
村
（
採
貝
藻
漁
村
・
都

市
近
郊
）、
⑧
漁
村
（
採
貝
藻
漁
村
・
そ
の
他
）、
⑨
漁
村
（
一
般
漁
村
・
都
市
近
郊
）、
⑩
漁
村

（
一
般
漁
村
・
そ
の
他
））
で
あ
り
、
初
め
て
調
査
が
行
わ
れ
た
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）
の

「
第
三
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
に
お
い
て
、
全
国
で
約
一
、
七
〇
〇
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
分
類
・
類
型
に
お
い
て
、
肝
心
の
「
地
区
」
そ
の
も
の
の
基
準
が
曖
昧
で
あ
り
、
地
区
割

（
範
囲
）
と
し
て
は
、
多
分
に
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
欠
点
を
持
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
第
三
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
調
査
時
点
の
漁
業
集
落
範
囲
は
い
わ
ゆ
る
漁
業
地
区
（
市
町
村

の
区
域
内
に
お
い
て
、
共
通
の
漁
業
条
件
の
下
に
漁
業
が
行
わ
れ
る
地
区
と
し
て
、
共
同
漁
業
権
を

中
心
と
し
た
地
先
漁
場
の
利
用
関
係
等
漁
業
に
係
る
社
会
経
済
活
動
の
共
通
性
に
基
づ
い
て
農
林
水

産
大
臣
が
設
定
し
た
も
の
を
い
う
）
で
あ
り
、
複
数
の
漁
業
集
落
が
漁
業
地
区
内
に
立
地
す
る
な
ど

必
ず
し
も
実
態
と
し
て
の
漁
業
集
落
を
指
し
て
い
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
、
第
八
次
漁
業

セ
ン
サ
ス
（
一
九
八
八
年
）
以
降
、
漁
業
地
区
を
更
に
細
分
化
し
、
よ
り
実
態
に
近
い
漁
業
集
落
単

位
（
定
義
は
表
―
４
の
通
り
で
あ
り
、
調
査
年
次
に
よ
り
漸
次
変
わ
っ
て
い
る
）
を
設
定
す
る
と
共

に
、
漁
業
集
落
毎
に
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
及
び
地
域
デ
ー
タ
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

漁
業
セ
ン
サ
ス
の
漁
業
集
落
が
、
わ
が
国
沿
岸
に
成
立
す
る
全
て
の
漁
業
集
落
を
対
象
に
し
て
い
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表－４　漁業センサスによる漁業集落の定義と集落数の推移

資料－第８次～第11次漁業センサス（海面漁業の漁業集落別統計）
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る
の
に
対
し
て
、
漁
港
背
後
集
落
調
査
（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
）
対
象
集
落
は
、
漁
港
法
に
よ

る
漁
港
の
背
後
に
形
成
さ
れ
る
漁
業
集
落
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
漁
業
セ
ン
サ
ス

の
漁
業
集
落
中
の
漁
港
背
後
に
形
成
さ
れ
る
漁
業
集
落
と
、
こ
の
漁
港
背
後
集
落
は
そ
も
そ
も
定
義

自
体
が
異
な
る
こ
と
か
ら
対
象
範
囲
も
異
な
る
。

昭
和
六
二
年
度
に
、
当
時
の
水
産
庁
漁
港
部
が
試
行
的
に
実
施
し
た
調
査
で
は
四
、
三
二
五
集
落

（
滋
賀
県
の
内
水
面
漁
港
背
後
集
落
を
除
き
四
、
二
六
五
集
落
）
で
あ
り
、
平
成
二
〇
年
現
在
の
数

字
は
四
、
七
六
六
集
落
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
二
年
当
時
の
漁
港
背
後
集
落
の
定
義
は
「
漁
港
法

上
の
漁
港
の
背
後
に
、
漁
業
及
び
そ
の
関
連
上
地
理
的
に
一
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
環
境

を
い
い
、
漁
業
世
帯
数
一
〇
戸
以
上
又
は
漁
業
世
帯
数
が
一
〇
戸
未
満
で
漁
業
世
帯
比
率
が
三
〇
％

以
上
の
集
落
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
空
間
的
一
体
性
か
ら
そ
の
単
位
を
区
分
し
て
お
り
、
地
形
や

密
度
等
の
環
境
の
等
質
性
を
基
準
と
し
た
範
囲
と
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
・
範
囲
設
定
は
、
調
査
の

目
的
が
、
も
と
も
と
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
の
基
礎
資
料
収
集
と
し
て
の
位
置
付
け
を
持
つ
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
漁
業
集
落
デ
ー
タ
に
豊
富
な
漁
業
関
係
デ
ー
タ

が
不
足
し
て
い
る
反
面
、
生
活
環
境
関
連
デ
ー
タ
は
充
実
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
漁
港
背
後
集
落
調
査
は
、
各
漁
港
の
港
勢
に
関
す
る
調
査
と
合
わ
せ
て
経
年
調
査
（
毎

年
）
に
移
行
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
の
定
義
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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漁
港
背
後
集
落
の
定
義

漁
港
背
後
集
落
と
は
、
当
該
漁
港
を
日
常
的
に
利
用
す
る
漁
家
が
二
戸
以
上
あ
る
集
落
を
い

う
。
こ
こ
で
い
う
漁
家
と
は
、
生
活
の
資
を
得
る
た
め
に
、
水
産
動
植
物
の
採
補
又
は
養
殖
の

事
業
を
行
っ
た
も
の
で
、
調
査
期
間
前
一
年
間
の
海
上
作
業
従
事
日
数
が
三
〇
日
以
上
の
個
人

経
営
世
帯
又
は
雇
わ
れ
て
従
事
し
た
者
が
い
る
世
帯
（
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
漁
業
世
帯

（
個
人
経
営
体
数
＋
漁
業
従
事
者
世
帯
数
）
と
同
義
）
を
い
う
。

な
お
、
集
落
の
範
囲
は
、
空
間
的
一
体
性
を
有
し
て
家
屋
等
が
連
続
し
て
い
る
範
囲
で
、
比

較
的
規
模
の
大
き
い
河
川
、
山
林
、
原
野
、
農
地
等
で
区
切
ら
れ
た
ま
と
ま
り
の
あ
る
集
落
空

間
と
し
、
市
町
村
境
界
を
越
え
な
い
範
囲
の
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
都
市
近
郊
等
で
集
落
と
市
街
地
が
一
体
と
な
り
家
屋
が
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る

場
合
は
、
漁
業
者
の
居
住
地
を
勘
案
し
て
、
既
存
の
町
、
丁
目
、
字
等
で
適
切
に
分
割
し
、
漁

業
と
関
係
の
薄
い
市
街
地
等
を
切
り
離
す
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
集
落
範
囲
が
複
数
の
漁
港
に
ま
た
が
っ
て
い
る
場
合
は
、
各
漁
港
毎
に
区
域
を
分
割

す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
定
の
定
義
の
も
と
に
漁
村
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
切
り
口
や
視
点

に
よ
り
全
く
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。
漁
村
計
画
の
立
場
か
ら
筆
者
も
こ
れ
ま
で
漁
村
の
分
類
を
試

み
て
き
た
が
、
当
然
な
が
ら
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
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以
下
に
示
す
表
は
、
い
く
つ
か
の
計
画
論
的
視
点
で
の
試
案
で
あ
る
（
表
―
５
〜
８
）。

こ
れ
ら
の
分
類
は
、
漁
村
と
い
う
地
域
社
会
を
ひ
と
く
く
り
で
議
論
す
る
計
画
論
的
危
険
を
避
け

る
点
と
、
俯
瞰
的
・
行
政
施
策
的
な
漁
村
整
理
の
場
合
に
意
義
を
見
出
す
。
反
面
、
個
々
の
漁
村
の

計
画
に
お
い
て
は
、
実
は
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
矛
盾
し
た
言
い
方

に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
例
え
ば
、
デ
ー
タ
上
は
「
限
界
」
や
「
低
迷
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
分

類
化
さ
れ
る
漁
村
の
中
に
、
新
し
い
活
性
化
の
萌
芽
が
見
え
隠
れ
し
た
り
す
る
こ
と
は
往
々
に
し
て

あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
事
例
的
な
も
の
に
限
ら
れ
た
り
、
全
体
へ
の
構
造
的
波
及
や
一
般
解
に
な

り
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
や
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
方
法
論
を
個
々
に
求
め
る
姿
勢
と
、
類
型
に
応
じ
た
一
般

解
的
活
性
化
の
処
方
箋
を
発
見
す
る
立
場
の
間
に
は
、必
ず
し
も
十
分
な
整
合
性
は
と
れ
て
い
な
い
。

昨
日
ま
で
活
性
化
優
良
事
例
と
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
地
域
が
い
つ
の
間
に
か
疲
弊
し
、
も
う
明
日

は
な
い
と
感
じ
た
地
域
が
突
然
た
っ
た
一
人
の
ヒ
ト
が
動
き
出
し
た
こ
と
で
大
き
く
変
わ
る
と
い
う

こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
地
域
が
変
化
し
続
け
る
い
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
証
で
あ
ろ
う
。

漁
村
分
類
、
あ
る
い
は
類
型
化
の
難
し
さ
と
限
界
が
こ
こ
に
あ
る
。
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表－５　漁村分類試案－１（漁業の特性・依存状況）

　漁場や資源条件と漁獲圧力が一定のバランスの中で均衡を保ちな
がら堅実な漁業が営まれている漁村であり、資源量と漁業就業者数や
漁業所得が平衡状態にあり、漁業依存度や漁業経営に対する意欲も比
較的高い純漁村タイプであり、過不足のない漁業後継者が確保されて
いると考えられる。
　漁村計画的には、漁村基幹産業が漁業に特化する場合が多く、過疎
地漁村等では、漁業以外の就業所得機会に乏しいため、漁業者以外の
定住者による生活コミュニティの維持保全に向けて、漁業以外の就業
所得機会の創出や安全・安心の生活環境基盤整備と集落運営ソフトが
課題になるものと思われる。
　ある特定の漁業種類に特化した漁村であり、特定漁業が好調で高水
準の所得を可能にしているタイプと、特化した漁業の単価低迷や不振
により地域の疲弊が著しいタイプに分かれると考えられる。良好な資
源状況に支えられた定置網や規模の大きな養殖地帯等が想定され、特
化型漁業が順調な場合は、流通加工等の関連産業も必然的に好調であり、
漁業後継者を始め若者も比較的残っているであろう。しかし、一方で、
特化型漁業が一旦不振に陥った場合は、漁業後継者は言うまでもなく
地域全体の人口減少と地域の疲弊が著しい。
　特化した漁業を核とした関連産業の振興と特化漁業への過度の依
存からの脱却（漁業経営の多角化）が主要な漁村計画的課題である。
　都市や工業集積、観光拠点地域あるいはその近郊にあって、漁業以
外の多様な就業所得機会に恵まれた地域の場合、都市化や大規模な工
業開発、観光開発、海の観光利用の進行により、漁場や資源状況の悪化と、
漁村住民の漁業外就業が多いタイプの漁村が想定される。必然的に漁
業依存度が低下している場合が多く、漁業就業者や後継者は減少傾向
にある一方、地域人口規模や構成、活力等は維持されている。
　漁場・資源環境の保全を前提に、有効な関連産業を兼業機会とした“都
市型・関連産業共存型”の沿岸漁業と独自の戦略的流通展開が主要な
漁村計画的課題である。
　漁場・資源条件や地形条件に恵まれず、漁業所得に多くを期待できず、
疲弊している漁村がイメージされる。磯焼けや天然資源水準が低位で
推移している日本海側の一部地域や、地形・海象条件の関係から静穏
な水面確保が困難なため増養殖等つくり育てる漁業の立地が困難な
地域、資源量と漁獲圧力の間のバランスが均衡を欠きつつある内海・
内湾地域、流通経費等の経費が過重な離島・半島突端地域等がこの分
類に当てはまるものと想定される。　
　このタイプの漁村が、離島・半島突端・辺地等の地理的条件不利地域
に立地している場合、漁業後継者に限らず、地域全体の過疎高齢化が
進むことになり、最悪の場合、地域社会自体の存続の危機さえ招きか
ねないことが多い。
　地域資源を発掘・加工して商品化する海や漁業に関わるあらゆるビ
ジネスチャンスを漁業サイドに取り入れた“海業”への転換による定
住条件の確立が主要な漁村計画的課題である。
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表－６　漁村分類試案－２（地理的・立地特性）
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表－７　漁村分類試案－３（社会的特性）

　一般に地理的条件不利地域に立地し、漁業以外に有効な就業所得機
会がないため、若者（後継者）の一貫した域外流出により世帯分離が停
滞している漁村である。過度の人口流出と高齢化の進行は、単に地域
漁業の担い手不足を意味するにとどまらず、地域社会自体の存続を危
うくする危険性を有している。
　短期的には高齢者の安全・安心を担保する漁村型の福祉施策が重要
であるが、長期的な展望としては就業所得機会や生活環境整備を前提
としたＩターン定住者の受入れを含めた定住社会としての維持が主
要な漁村計画的課題である。
　特定の優良な漁業の立地に加え、観光、流通・加工といった関連産業
も充実していることから、一般に所得が高く、過不足のない後継者が
確保されている世帯分離型漁村である。全般に漁業に対する意欲は高い。
比較的高単価商品を扱う大規模な養殖地帯や、順調な漁獲と単価が維
持されている定置網地域等が代表的な例と言えよう。
　優良漁業とそれに付随した関連産業の維持・発展に向けての継続的
努力と共に、漁業のまちとしてのアイデンティティに立脚した生活環
境やアメニティ向上などの“まちづくり”の推進による地域の魅力の
向上が主要な漁村計画的課題である。
　地方中核都市やその近郊、観光地といった地域が想定され、多様な
職業選択肢に恵まれていることと比較的交通利便性が高いため、必然
的に漁業者以外の多様な職業や立場の住民が混住しているタイプの
漁村である。漁業を基軸にして発展してきた漁業都市等が代表例であり、
生活環境と生産環境の混在改善や市民ニーズとしての観光振興や開
かれた海辺空間の創出思志向が高まっている。
　競合機能の調整・共存といったハード整備と共に、意識や価値観の
異なる住民・漁業者間の合意形成等が主要な漁村計画的課題である。
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表－８　漁村分類試案－４（人口高齢化率）

　人口高齢化指標による分類が難しい都市及び都市近郊漁村あるい
は水産都市である。範囲が、政令指定都市や都市計画区域指定、あるい
は人口規模自体が大きいタイプである。
　都市型にも、①大都市型及び都市流通拠点型、②都市存続型（55歳未
満人口比50％以上）、③都市準過疎高齢化進行型（55歳以上人口比50％
以上）がある。①は分かりやすい。②は都市近郊、中核都市型と見られ、
③は都市埋没又は立地する都市・地域自体の過疎高齢化が進行してい
るものと見られる。
　関係産地漁村のネットワークリーダー、広域・多様な地域振興の一
部としての漁業・漁村振興、多様な主体との協働による都市型漁業・漁
村の再生等が、主要な漁村計画的課題である。

　集落人口の高齢化率（65歳以上）が50％未満の集落であり、①と③の中間に位
置する。集落の性格は多様であり、更に大まかに分類すれば、今後も集落として
維持存続が想定される「存続型集落」と、場合によっては限界集落に移行する可
能性のある「準限界集落」に分けることができる。

　集落人口の65歳以上人口比率が50％以上であり、集落の生産・生活コミュニテ
ィ機能の維持が困難な集落である。過疎高齢化が顕著に進行し、将来的に消滅す
る恐れのある集落である。これは、一般的「限界集落」の定義に準ずるが、定義後
半の「集落の生産・生活コミュニティ機能の維持が困難な集落」という判断は数
値データ的には難しい場合が多い。
　平成20年の漁港背後集落（4,766集落）に限り、65歳以上人口50％以上集落を抽
出すると約１割程度になる。

　55歳未満の人口比が50％以上の集落であり、一般的に後継者問題
がなく、将来にわたって健全な状態を継続し得る集落と考えられる。
　それぞれの漁村の有する課題に応じて、既存の漁業生産・漁村生活
コミュニティの力を維持し、再生産していくことが主要な漁村計画
的課題である。
　55歳以上の人口比が50％以上、かつ高齢化率50％未満の集落であり、
場合によっては将来的に、限界集落に移行する可能性がある。
　急激な過疎高齢化の進行による限界化に歯止めをかけるため、多
様な主体との協働による漁業を核とした海業振興による漁村コミュ
ニティの再生等が主要な漁村計画的課題である。

　集落人口が20人以上で、高齢化率（65歳人口比率）が50％以上の集
落である。集落人口20人という線引きについて、理論的・科学的背景
は十分ではないが、戦後～平成13年における消滅沿海集落抽出調査
や都道府県等アンケート等の既往調査によれば、漁村コミュニティ
維持のための最低ライン平均値として想定される。
　漁村の急激な限界化・消滅化（後期限界集落化・消滅）に歯止めをか
けるため、多様な主体との協働による漁業を核とした海業による新
たな漁村コミュニティ再生をいかに図るかが主要な漁村計画的課題
である。
　集落人口が20人未満で、高齢化率（65歳人口比率）が50％以上の集
落である。対象となる漁村は、立地条件、人口規模及び構成的にも既
に自立した生産・生活コミュニティを成立することが難しくなりつ
つある地区が多く、最悪のシナリオとしては近い将来、消滅の恐れが
危惧される集落である。
　現状に対応した福祉・生活支援と、最悪の場合の消滅を見据えた資
源管理方針が主要な漁村計画的課題である。
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三．

漁
村
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
系
譜

漁
村
計
画
、
漁
村
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
も
、
大
き
な
時
代
の
流
れ
と
無
縁
で
は
な
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
戦
後
体
制
の
確
立
と
食

料
増
産
が
国
是
で
あ
っ
た
時
代
、
敗
戦
の
年
に
農
商
務
省
が
解
体
、
農
林
省
に
改
組
さ
れ
る
と
共
に

第
一
次
、
翌
年
に
第
二
次
農
地
改
革
が
実
施
さ
れ
、
二
三
年
に
は
水
産
庁
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
二

五
年
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
前
後
、
漁
業
法
の
公
布
、
そ
の
後
の
漁
港
漁
村
整
備
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
第

一
次
漁
港
整
備
長
期
計
画
が
始
ま
る
。
沿
岸
か
ら
沖
合
、
沖
合
か
ら
遠
洋
へ
と
外
延
的
に
発
展
す
る

日
本
水
産
業
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
と
、
そ
れ
ま
で
、
多
く
が
天
然
の
入
り
江
や
浜
で
あ
っ
た
列
島

津
々
浦
々
の
漁
村
が
、現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
漁
港
村
の
姿
に
大
き
く
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

昭
和
二
五
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
は
特
需
を
生
む
。
昭
和
三
〇
年
代
の
神
武
景
気
と
言
わ
れ
た

経
済
成
長
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
三
一
年
当
時
の
池
田
内
閣
は
経
済
白
書
の
中
で
「
も
は
や
戦
後

で
は
な
い
」
と
い
う
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
を
残
し
た
。
神
武
景
気
を
テ
コ
と
し
た
昭
和
三
〇
年
代
後

半
か
ら
始
ま
る
高
度
経
済
成
長
は
、
わ
が
国
に
大
い
な
る
経
済
発
展
を
も
た
ら
す
反
面
、
地
方
・
農

山
漁
村
労
働
力
の
都
市
へ
の
集
中
に
よ
る
過
疎
と
過
密
に
加
え
て
環
境
問
題
の
発
生
等
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

昭
和
四
〇
年
代
は
、
ま
さ
に
高
度
経
済
成
長
と
農
山
漁
村
変
容
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
過
疎
・
過
密
、
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高
度
経
済
成
長
は
、
地
方
・
農
山

漁
村
労
働
力
の
都
市
へ
の
集
中
に

よ
る
過
疎
と
過
密
に
加
え
て
環
境

問
題
の
発
生
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
生
む
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公
害
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
国
土
庁
の
設
置
、
全
総
か
ら
引
き
続
く
新
全
総
、
市
町
村
に
お
け
る

総
合
計
画
策
定
の
義
務
づ
け
な
ど
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
時
代
で
あ
っ
た
。国
の
基
本
的
な
か
た
ち
が
、

表
面
的
に
も
内
面
的
に
も
大
き
く
変
わ
っ
て
、
今
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
筆

者
の
調
査
事
例
で
は
、
以
前
は
、
漁
家
の
長
男
が
海
運
や
比
較
的
大
型
の
企
業
型
漁
船
漁
業
に
就
職

し
、
船
員
年
金
受
給
年
齢
に
な
る
と
地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
沿
岸
漁
業
と
年
金
に
よ
り
漁
村
で
の
生

活
に
移
行
、
父
母
世
代
は
そ
の
時
点
で
隠
居
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
漁
村
維
持
の
サ
イ
ク

ル
と
直
結
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
長
男
を
含
め
て
多
く
の
漁
家
師

弟
が
都
市
に
就
業
先
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
海
と
の
関
わ
り
を
通
じ
た
故
郷
と
の
関
係
が
断
絶
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
定
住
人
口
再
生
産
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
で
あ
る
。
若
い
世
代
が
広

い
世
界
に
憧
れ
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
践
し
、
そ
の
気
持
ち
や
熱
意
を
親
世
代
が
応
援
す
る
の
は
当
た

り
前
で
あ
り
、
職
業
と
し
て
の
漁
業
の
厳
し
さ
も
あ
り
、
多
様
な
職
業
選
択
を
漁
村
自
身
や
個
人
が

選
択
し
た
面
も
あ
っ
た
。
必
然
的
な
流
れ
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
順
風
満
帆
に
見
え
た
高
度
経
済
成
長
も
、
昭
和
四
〇
年
代
末
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
で
陰
り
を
見
せ
る
。
高
度
経
済
成
長
の
終
焉
か
ら
始
ま
っ
た
昭
和
五
〇
年
代
は
、
成
熟
社
会
、
一

億
総
中
流
意
識
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
盛
ん
に
使
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
三
年
の
三
全

総
を
契
機
に
、「
地
方
の
時
代
」
の
掛
け
声
の
も
と
、
地
域
主
義
、
大
分
発
の
一
村
一
品
運
動
な
ど

列
島
各
所
で
新
し
い
か
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
過
疎
化

の
渦
中
に
あ
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
に
期
待
し
、
従
来
の
外
部
的
な
力
に
よ
る
改
善
か
ら
脱

28

定
住
人
口
再
生
産
シ
ス
テ
ム
の
崩

壊
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却
し
た
、「
内
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
漁
村
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で

の
生
産
基
盤
で
あ
る
漁
港
や
漁
場
へ
の
投
資
に
加
え
、
昭
和
五
三
年
か
ら
集
落
の
生
活
環
境
改
善
の

た
め
に
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
が
水
産
庁
モ
デ
ル
補
助
事
業
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
事
業
は
、
総
合
整
備
事
業
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
メ
ニ
ュ
ー
方
式
で
い
く
つ
か
の
整
備
種
目

（
集
落
道
路
、
水
産
飲
雑
用
水
、
集
落
排
水
処
理
施
設
、
緑
地
広
場
、
防
災
・
安
全
施
設
、
用
地
、

※
土
地
利
用
高
度
化
再
編
整
備
、
※
地
域
資
源
利
活
用
基
盤
施
設
　
※
は
そ
の
後
付
加
さ
れ
た
事
業

種
目
）
を
組
合
せ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
事
業
基
本
計
画
に
当
た
っ
て
、
①
漁
業
集
落
の
将
来
像
、

②
漁
業
振
興
の
構
想
、
③
漁
港
整
備
の
構
想
、
④
環
境
整
備
の
構
想
、
⑤
地
域
組
織
と
地
域
活
動
の

構
想
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
を
策
定
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
た
（
図
―
３
）。
つ
ま
り
、
個
々

の
漁
村
毎
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
す
な
わ
ち
将
来
展
望
を
も
と
に
、
総
合
的
な
生
活
環
境
整
備
事
業

を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
道
路
や
排
水
処
理
施
設
整
備
等
の
個

別
施
設
の
事
業
化
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
漁
村
公
民
館
や
集
会
所
で
自
ら
の
暮
ら
す
漁
村
の
将
来

像
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
熱
っ
ぽ
い
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。

今
と
な
っ
て
は
、
日
経
平
均
株
価
が
現
在
の
四
倍
程
の
値
を
つ
け
、

‘
狂
乱

a
と
冠
の
つ
く
地
価

の
高
騰
を
呼
ん
だ
バ
ブ
ル
経
済
と
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
明
け
暮
れ
た
四
全
総
の
期
間
は
、
農
林
水
産
行

政
面
で
は
貿
易
自
由
化
と
規
制
緩
和
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
平
成
元
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁

が
崩
壊
、
平
成
三
年
に
は
旧
ソ
連
が
解
体
し
、
世
界
史
的
な
歴
史
の
変
わ
り
目
に
あ
る
こ
と
を
全
て

の
人
々
が
肌
で
実
感
し
た
。
農
村
振
興
分
野
で
は
、
市
民
農
園
法
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
農
林
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将
来
展
望
を
も
と
に
、
総
合
的
な

生
活
環
境
整
備
事
業
を
進
め
て
い

こ
う
と
い
う
画
期
的
な
も
の
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図－３　漁業集落環境整備事業の標準的工程と基本計画策定の手順
資料－漁業集落環境整備事業計画策定の手引（平成７年版／（社）全国漁港協会）
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漁
業
の
多
面
的
機
能
に
注
目
が
集
ま
り
、
漁
村
関
連
で
は
、
漁
港
・
漁
村
・
漁
場
整
備
が
一
体
と
な

っ
た
地
域
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
マ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
が
各
地
で
威
勢
の
い
い
絵
を
描

い
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

当
然
バ
ブ
ル
経
済
は
長
く
は
続
か
ず
、
そ
の
崩
壊
後
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、

九
・
一
一
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
等
世
紀
末
を
思
わ
せ
る
事
件
が
続
発
す
る
一
方
、
最
後
の
全
総
と
な

っ
た
第
五
次
全
総
「
二
一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
農
山
漁
村
地
域
は

‘
多
自

然
居
住
地
域

a
と
い
う
新
し
い
地
域
概
念
、
つ
ま
り
、
生
産
地
に
加
え
て
も
う
ひ
と
つ
の
居
住
地
域

と
し
て
の
認
識
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
漁
業
・
漁
村
関
係
で
は
、
平
成
一
三
年
に
水
産
基
本
法
、
漁

港
漁
場
整
備
法
の
改
正
、
翌
年
に
は
水
産
基
本
計
画
、
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
が
始
ま
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
昭
和
二
六
年
か
ら
の
漁
港
整
備
、
昭
和
五
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
漁
場
整
備
、
昭
和
五
三
年

か
ら
の
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
が
一
体
化
し
、
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
そ
の
他
、

都
市
漁
村
交
流
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
へ
の
て
こ
入
れ
、
漁
業
新
規
参
入
等
漁
村
活
性
化
に
資
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
施
策
が
用
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

大
き
な
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
漁
業
・
漁
村
自
身
も
施
策
も
変
化
し
て
き
た
。
戦
後

の
一
時
期
多
く
の
人
々
を
受
け
入
れ
た
農
山
漁
村
が
、
高
度
経
済
成
長
を
き
っ
か
け
に
次
の
世
代
を

都
市
部
に
送
り
出
し
、
過
疎
に
陥
っ
た
後
、
国
土
政
策
の
主
要
課
題
は
常
に
地
方
の
過
疎
と
都
市
の

過
密
に
対
す
る
有
効
な
回
答
発
見
の
努
力
の
歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

漁
村
の
場
合
も
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
振
興
を
始
め
地
域
振
興
、
基
盤
整
備
施
策
が
継
続
的
に
投

31

「
二
一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
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入
さ
れ
て
き
た
が
、
少
な
く
と
も
デ
ー
タ
上
で
評
価
す
れ
ば
、
漁
業
就
業
者
を
始
め
漁
村
人
口
の
縮

小
・
高
齢
化
と
漁
村
自
体
の
活
力
低
下
に
十
分
な
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

田
舎
、
辺
地
、
過
疎
地
、
条
件
不
利
地
域
と
い
っ
た
時
々
の
呼
称
に
加
え
、
今
、
限
界
集
落
と
い
う

警
鐘
的
意
味
合
い
も
含
め
た
呼
び
方
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
既
に
多
く
の

漁
村
集
落
で
は
、
そ
の
人
口
が
社
会
減
か
ら
自
然
減
に
移
行
し
て
久
し
い
。

四．

漁
村
の
魅
力
・
資
源
と
活
用
に
つ
い
て

漁
村
計
画
の
立
場
は
、
地
域
活
性
化
の
対
象
で
あ
る
地
域
と
し
て
の
漁
村
の
独
自
性
と
、
地
域
計

画
全
般
に
言
え
る
共
通
性
を
明
確
に
し
た
上
で
、
独
自
性
の
中
に
潜
む
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
評
価

と
対
処
法
及
び
共
通
性
の
共
有
な
の
だ
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
た
場
合
、
漁
村
の
独
自

性
を
か
た
ち
づ
く
る
資
源
や
魅
力
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
漁
村
振
興
あ

る
い
は
漁
村
計
画
と
は
、
地
域
の
も
つ
魅
力
や
資
源
を
い
か
に
発
見
・
保
全
、
あ
る
い
は
加
工
し
、

地
域
自
身
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

繰
り
返
す
が
、
漁
村
は
資
源
依
存
的
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
て
自
然
環
境
と
産
業
と
生
活
・
文
化
の
三

位
一
体
性
が
強
く
、
社
会
の
共
同
体
的
性
格
や
空
間
の
高
密
度
的
性
格
を
現
す
。
空
間
の
高
密
度
性

は
、
実
体
験
と
し
て
は
、
刺
激
的
で
魅
力
的
な
路
地
空
間
に
現
れ
る
（
写
真
、
図
―
４
）。
路
地
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
近
代
生
活
利
便
上
の
問
題
を
持
ち
な
が
ら
、
交
通
事
故
等
の
社
会
不
安
の
な
い
出
会
い
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漁
村
は
資
源
依
存
的
で
あ
り
、
す

ぐ
れ
て
自
然
環
境
と
産
業
と
生

活
・
文
化
の
三
位
一
体
性
が
強
く
、

社
会
の
共
同
体
的
性
格
や
空
間
の

高
密
度
的
性
格
を
現
す
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写真－漁村の路地の魅力
漁港漁場漁村写真コンクール作品（（社）全国漁港漁場協会）

三重県鳥羽市（撮影：川野順作氏） 三重県鳥羽市（撮影：谷澤修氏）

図－４　鳥羽離島四島「島うらら」（島の旅社）パンフレット（漁村路地の観
光活用）



－　－

と
交
流
の
場
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
社
会
資
本
の
見
本
と
も
見
え
る
。

路
地
の
呼
称
も
地
域
に
よ
り
異
な
る
よ
う
で
あ
り
、
筆
者
の
少
な
い
情
報
で
は
、
熊
本
県
天
草
地
方

の
「
瀬
戸
家
」、
山
口
県
上
関
町
の
塗
石
塀
の
集
落
で
有
名
な
祝
島
の
「
仁
義
道
」
等
が
あ
る
。
前

者
は
、
漁
村
の
路
地
が
往
々
に
し
て
、
生
活
・
防
災
や
生
業
に
直
結
す
る
海
に
目
線
が
通
じ
て
い
る

こ
と
、
後
者
は
、
狭
い
地
形
に
建
込
ん
だ
家
屋
の
隙
間
を
所
有
者
以
外
の
隣
人
が
通
行
し
て
良
い
と

い
う
暗
黙
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
か
ら
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

最
近
で
は
、
路
地
を
舞
台
と
し
た
漁
村
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
践
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

横
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
。
筆
者
の
漁
村
好
き
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
赤
提
灯
の
点
滅
す
る
都
会

の
そ
れ
を
含
め
た

‘
路
地

a
好
き
が
あ
る
の
で
、
御
容
赦
願
い
た
い
。

漁
村
の
基
本
的
な
特
徴
や
魅
力
は
、
そ
の
景
観
に
も
反
映
し
て
い
る
（
図
―
５
）。
漁
村
景
観
の

特
徴
に
つ
い
て
堀
繁
は
、
①
自
然
環
境
や
地
形
と
の
対
峙
と
共
生
（
図
―
６
）、
②
き
め
細
か
な
土

地
利
用
（
図
―
７
）、
③
船
溜
ま
り
に
面
す
る
家
並
み
と
密
集
集
落
、
④
漁
港
と
集
落
の
一
体
性
、

⑤
要
所
に
配
置
さ
れ
る
信
仰
施
設
、
⑥
漁
港
漁
村
独
自
の
視
点
の
存
在
に
よ
り
規
定
さ
れ
、
好
ま
し

い
独
自
の
景
観
価
値
を
形
成
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
水
産
業
・
漁
村
は
、
新
鮮
・
安
全
で
多
様
な
水
産
物
を
国
民
に
安
定
的
に
供
給
す
る
と
い

う
本
来
の
機
能
の
他
に
、
多
面
に
わ
た
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。
図
―
８
は
、
平
成
一
六
年
八
月
三

日
に
日
本
学
術
会
議
会
長
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
『
地
球
環
境
・
人
間
生
活
に
か
か
わ

る
水
産
業
及
び
漁
村
の
多
面
的
な
機
能
の
内
容
及
び
評
価
に
つ
い
て
』
の
答
申
の
内
容
を
整
理
し
た

34

漁
村
の
基
本
的
な
特
徴
や
魅
力
は
、

そ
の
景
観
に
も
反
映
し
て
い
る
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図－５　漁村景観の特徴
資料－堀繁（東京大学アジア生物資源環境研究センター教授）の整理より作成
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図－６　自然の地形に抱かれた集落
（徳島県牟岐町出羽島の町並み）

図－７　きめ細かな土地利用
（愛媛県愛南町外泊地区）
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図－８　水産業・漁村の多面的機能の全体像

資料－地球環境・人間生活にかかわる水産業及び漁村の多面的な機能の内容及び評価について
平成16年8月3日に日本学術会議会答申より



－　－

も
の
で
あ
る
。
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
四
一
八
号
（
乾
政
秀
　
㈱
水
土
舎
）
に
も
詳
細

な
解
説
が
あ
る
。

そ
の
地
域
に
立
地
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
発
見
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源

を
商
品
化
・
産
業
化
し
て
い
く
作
業
、
こ
の
付
加
価
値
化
を

‘
海
業

a
と
言
っ
て
い
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

漁
村
振
興
の
き
っ
か
け
と
し
て
資
源
を
捉
え
る
場
合
、
先
ず
そ
れ
ら
を
発
見
・
評
価
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
が
、
地
域
に
慣
れ
親
し
ん
だ
地
元
の
人
々
は
、

‘
当
た
り
前
過
ぎ
る
日
常

a
と
し
て
、

せ
っ
か
く
の
魅
力
的
な
資
源
を
十
分
に
評
価
で
き
な
い
ま
ま
、
見
過
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
資
源
を
評
価
・
再
発
見
す
る
た
め
に
は
、
拙
速
に
判
断
せ
ず
、
時
に
は
外
部
の
目
や
言
葉

を
含
め
た
沢
山
の
人
の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
整
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
一
定
の
分
類
に
応
じ
て

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
漁
村
を
見
直
す
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
殊
な
資
源
や
他
に
は
な
い
資
源
だ

け
に
目
が
向
い
て
、
最
初
か
ら
限
定
的
な
資
源
探
し
を
す
る
の
で
は
な
く
、
何
気
な
い
普
通
の
資
源

を
切
り
捨
て
な
い
態
度
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
資
源
を
大
ま
か
に
四
つ
に
分
類
し
て
整
理
し
て
み
る

（
図
―
９
）。
つ
ま
り
、
自
然
資
源
と
生
産
資
源
、
空
間
資
源
、
人
文
資
源
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視

点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
村
で
地
域
住
民
に
よ
る

‘
宝
探
し

a
を
し
て
み
る
の
も
よ
い
。

最
近
の
過
疎
高
齢
化
漁
村
で
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
空
き
家
や
、
耕
作
放
棄
地

（
特
に
漁
村
の
場
合
は
石
積
等
の
段
々
畑
等
の
魅
力
的
な
も
の
が
多
い
）、
利
用
の
低
下
し
た
漁
港
施

38

何
気
な
い
普
通
の
資
源
を
切
り
捨

て
な
い
態
度
が
重
要
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図－９　漁村に立地する地域資源の大まかな分類

写真－漁港におけるイベントの例
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設
等
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
資
源
と
考
え
た
い
。
地
域
居
住
者
と
は
限
ら
な
い
空
き
家
の
所
有
者
と
の

地
道
な
交
渉
に
よ
り
、ま
ち
づ
く
り
組
織
が
空
き
家
を
借
り
て
地
域
の
人
々
が
気
軽
に
集
ま
れ
る

‘
地

域
の
喫
茶
店

a
に
し
た
例
も
あ
る
し
、段
々
畑
オ
ー
ナ
ー
制
度
で
焼
酎
を
つ
く
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

ま
た
、
も
と
も
と
漁
村
の
人
々
の
憩
い
の
場
で
も
あ
っ
た
漁
港
を
活
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

り
、
漁
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
利
用
が
低
下
し
た
用
地
を
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
置
場
と
し
て
地

域
振
興
や
漁
協
経
営
の
強
化
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
試
み
も
全
国
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

発
見
さ
れ
た
地
域
資
源
は
、
地
域
振
興
の
有
効
な
材
料
と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

視
点
で
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。

①
資
源
の
加
工
性
の
評
価

想
定
す
る
漁
村
振
興
の
テ
ー
マ
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
加
工
が
可
能
か
、
資
源
間
の
組
み
合
わ

せ
等
が
可
能
か
と
い
っ
た
点
を
評
価
す
る
。
そ
の
場
合
、
加
工
の
容
易
さ
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
過
剰
な
労
力
を
要
す
る
場
合
、
商
品
化
や
産
業
化
の
持
続
性
が
保
ち
に
く
く
な
る
。

②
資
源
の
有
意
義
性
の
評
価

前
提
と
し
て
、
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
が
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
将
来
の

地
域
の
あ
る
べ
き
姿
や
向
か
う
べ
き
方
向
が
関
係
者
間
に
共
有
さ
れ
ず
、
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
と
、
力

が
分
散
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
途
中
で

‘
空
中
分
解

a
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
従
っ
て
、
地
域

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
と
の
整
合
性
や
、
地
域
の
有
す
る
振
興
課
題
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
か

40

想
定
す
る
漁
村
振
興
の
テ
ー
マ
に

応
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
加
工
が
可

能
か
、
資
源
間
の
組
み
合
わ
せ
等

が
可
能
か
と
い
っ
た
点
を
評
価
す

る
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否
か
を
十
分
評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
資
源
の
需
要
対
応
性
の
評
価

地
域
振
興
に
資
す
る
た
め
の
商
品
化
（
加
工
）
さ
れ
た
資
源
が
、
対
象
者
（
消
費
者
や
需
要
者
）

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
か
否
か
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
、
地
域
振
興

に
資
す
る
資
源
の
活
用
（
販
売
や
参
加
・
体
験
そ
の
他
）
の
対
象
者
を
絞
り
込
む
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
つ
ま
り
、
用
意
し
た
資
源
を
必
要
と
す
る
対
象
の
絞
り
込
み
で
あ
る
。

④
資
源
利
用
の
漁
業
や
地
域
の
暮
ら
し
と
の
整
合
性
の
評
価

立
地
す
る
資
源
は
多
様
で
あ
る
が
、
対
象
資
源
の
所
有
や
管
理
主
体
は
誰
で
、
そ
の
主
体
の
所

有
・
管
理
の
現
状
に
照
ら
し
て
、
利
用
が
可
能
か
否
か
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
漁
業
関

係
資
源
の
場
合
、
漁
場
や
漁
港
、
対
象
資
源
自
体
の
本
来
の
利
用
に
問
題
が
発
生
し
な
い
か
ど
う
か

の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
日
常
生
活
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
持
と
の
問
題
も
重
要
な
視

点
で
あ
る
。

⑤
資
源
の
法
的
規
制
条
件
の
評
価

資
源
を
利
用
す
る
上
で
の
、
法
的
な
規
制
や
条
件
を
確
認
し
、
評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑥
資
源
利
用
の
利
便
性
の
評
価

資
源
利
用
に
際
し
て
の
ア
ク
セ
ス
等
の
交
通
条
件
等
の
利
便
性
や
、
改
善
の
可
能
性
に
つ
い
て
確

認
・
評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑦
資
源
利
用
の
安
全
性
の
評
価
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地
域
の
日
常
生
活
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
持
と
の
問
題
も
重
要
な
視
点

で
あ
る
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海
難
事
故
な
ど
事
故
や
災
害
の
危
険
や
、
食
中
毒
等
の
危
険
が
な
い
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
改
善
す

る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
も
確
認
・
評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑧
資
源
利
用
に
関
す
る
人
材
・
技
術
水
準
の
評
価

最
も
重
要
な
の
は
、
地
域
資
源
を
加
工
・
商
品
化
す
る
人
材
と
そ
の
技
術
水
準
で
あ
ろ
う
。
あ
る

意
味
で
は
そ
の
よ
う
な
人
材
や
技
術
の
集
積
が
最
大
の
地
域
資
源
と
も
言
え
る
。
地
域
内
に
ど
の
よ

う
な
人
材
が
い
て
、
ど
の
よ
う
な
技
術
や
知
見
が
集
積
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
た

だ
し
、
地
域
外
の
知
識
や
技
術
を
有
し
た
人
や
行
政
の
協
力
や
連
携
に
よ
る
、
人
材
育
成
や
技
術
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

五．

漁
村
計
画
の
今
日
的
課
題
あ
る
い
は
前
提

今
、
漁
村
計
画
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
最
初
に
考
え
て
お
く
べ
き
は
、
日
本
全
体
の
人
口
が
有
史

初
め
て
縮
小
局
面
に
あ
り
、
し
か
も
、
急
激
な
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
図

―
10
は
、
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
二
一
〇
〇
年
ま
で
の
中
位
流
出
入
率
に
基
づ
く

年
齢
階
層
別
人
口
及
び
高
齢
化
予
測
図
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
前
後
を
ピ
ー
ク
に
急
激
な
人
口
減
少

と
高
齢
化
予
測
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
学
の
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
人
口
は
、
大
ま
か
に
縄
文
中
期
で
二
六
万
人
、
農
耕
の
普

及
に
よ
り
弥
生
時
代
に
五
九
万
人
と
急
増
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
大
宝
律
令
時
代
が
四
五
一
万
人
、
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地
域
外
の
知
識
や
技
術
を
有
し
た

人
や
行
政
の
協
力
や
連
携
に
よ
る
、

人
材
育
成
や
技
術
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
も
重
要
な
視
点
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図－10 わが国の年齢３階層別人口及び高齢化予測（中位予測）
資料－国立社会保障人口問題研究所
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平
安
時
代
で
五
五
〇
万
人
、
鎌
倉
時
代
で
六
八
四
万
人
、
関
が
原
の
頃
で
一
、
二
二
七
万
人
、
江
戸

時
代
で
三
、
〇
〇
〇
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
後
は
近
代
工
業
化
社
会
の
恩
恵
を
受
け
、

人
口
は
一
貫
し
て
急
増
し
、
現
在
に
至
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
は
一
貫
し
た
人
口
増
加
、

し
か
も
、
三
角
形
型
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
人
口
構
成
を
保
ち
な
が
ら
推
移
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

予
測
図
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
今
、
我
々
は
、
坂
の
て
っ
ぺ
ん
に
い
て
、
こ
わ

ご
わ
と
坂
の
下
を
覗
い
て
い
る
。
坂
を
登
っ
て
い
る
時
は
息
を
切
ら
し
な
が
ら
も

‘
雲

a
が
見
え
る

が
、
坂
の
下
に
は
見
え
な
い
。
人
が
少
な
く
な
り
、
高
齢
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
は
、
漁
業
や
漁
村

に
と
っ
て
は
、
従
来
型
の
水
産
物
消
費
形
態
の
縮
小
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
何
ら
か
の
付
加
価

値
化
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
水
産
物
や
加
工
品
そ
の
も
の
の
食

品
と
し
て
の
付
加
価
値
も
重
要
で
あ
る
が
、
漁
村
計
画
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
地
域
自
体
の
付
加
価

値
化
を
商
品
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
自
身
の
付
加
価
値
化
で
あ
る
。

一
方
、
現
時
点
の
世
界
人
口
は
約
六
九
億
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
連
の
人
口
推
計
（
二
〇
〇
九

年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
五
〇
年
の
世
界
人
口
の
予
測
は
九
一
・
五
億
人
と
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
人
口
予
測
は
不
特
定
要
素
が
多
す
ぎ
て
困
難
と
い
う
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
世
界
人
口
の
急
激
な
増
加
は
、
わ
が
国
人
口
予
測
グ
ラ
フ
に
見
ら
れ
る
推
移
と
は
全
く

逆
の
推
移
を
た
ど
り
、
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
い
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
食
料
供
給
で
あ
る
。
き

め
細
か
で
繊
細
な
舌
を
持
つ
魚
食
民
俗
で
あ
る
我
が
同
胞
に
何
を
提
供
し
、
同
じ
地
球
に
暮
ら
す
仲

間
に
何
が
で
き
る
の
か
。
水
産
物
の
有
効
な
輸
出
の
あ
り
方
ま
で
そ
の
範
疇
に
考
慮
す
れ
ば
、
漁
業

44

地
域
自
身
の
付
加
価
値
化
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や
漁
村
の
や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。
現
在
、
国
内
外
の
海
外
ま
き
網
等
に
よ
る
旺
盛
な
カ
ツ
オ
、
マ

グ
ロ
漁
獲
物
に
よ
る
缶
詰
生
産
が
、
食
料
不
足
国
の
需
要
に
よ
り
一
定
の
国
際
価
格
を
維
持
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

た
ぶ
ん
、
計
り
知
れ
な
い
未
知
の
要
因
を
認
め
つ
つ
、
医
療
福
祉
や
衛
生
技
術
の
発
展
、
あ
る
い

は
環
境
科
学
等
の
人
類
の
英
知
は
、
地
球
容
量
の
適
正
バ
ラ
ン
ス
と
国
や
地
域
の
政
治
や
制
度
の
あ

り
方
を
模
索
し
て
い
る
渦
中
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
大
上
段
に
構
え
れ
ば
、
漁
業
や
漁
村
を
考
え
る
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
も
そ
の
当
り
に
あ
っ
て
い
い
。

そ
の
他
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
や
ギ
リ
シ
ャ
発
の
世
界
経
済
危
機
、
マ
グ
ロ
や
ク
ジ
ラ
の
国
際

漁
獲
規
制
、
中
東
情
勢
や
国
際
市
場
取
り
引
き
如
何
に
よ
る
燃
油
価
格
の
不
安
定
推
移
な
ど
予
断
を

許
さ
な
い
国
際
的
問
題
も
多
い
が
、
主
要
な
漁
村
計
画
上
の
範
囲
で
の
今
日
的
課
題
あ
る
い
は
前
提

を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ø
川
下
型
の
価
格
決
定
構
造
に
よ
る
産
地
（
川
上
）
価
格
の
不
安
定
性
と
頭
打
ち
傾
向

ø
水
産
物
輸
入
の
高
位
安
定
と
少
量
な
が
ら
ア
ジ
ア
振
興
諸
国
向
け
輸
出
の
増
加
傾
向

øı
継
続
す
る
漁
業
就
業
者
数
の
減
少
と
漁
村
の
地
域
活
力
低
下

◯一
漁
業
就
業
者
数
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
行

◯二
漁
業
世
帯
及
び
漁
業
世
帯
人
口
の
減
少

◯三
条
件
不
利
地
域
漁
村
に
お
け
る
準
限
界
集
落
・
限
界
集
落
増
加
の
恐
れ

ø
漁
村
に
お
け
る
混
住
化
の
進
行
と
総
体
的
漁
業
依
存
度
の
低
下

45
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ø
単
価
の
頭
打
ち
と
燃
油
高
騰
等
経
費
高
騰
に
よ
る
漁
家
経
営
圧
迫

øł
市
町
村
合
併
の
進
行
に
よ
る
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
シ
ス
テ
ム
の
変
化

øø
漁
協
合
併
・
市
場
統
合
に
よ
る
集
落
単
位
の
役
割
の
変
化
（
新
た
な
公
へ
の
期
待
）

øœ
消
費
者
の
食
の
安
全
・
安
心
要
請
の
更
な
る
高
ま
り

øß
国
・
地
方
の
財
政
悪
化
に
よ
る
公
共
施
策
の
変
化

六．

漁
村
の
今
後
と
私
的
計
画
論

私
的
漁
村
計
画
論
で
あ
る
。
今
、
あ
え
て
漁
村
計
画
論
と
大
上
段
に
構
え
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、

近
年
よ
く
使
わ
れ
る
「
新
た
な
公
」
や
「
集
落
支
援
員
制
度
」
と
い
う
用
語
が
気
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
市
町
村
合
併
や
漁
協
合
併
の
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
礎
単
位
と
し
て
の
漁
村
の

振
興
に
つ
い
て
一
定
の
部
分
を
公
助
に
期
待
し
つ
つ
も
、
自
助
、
共
助
の
あ
り
方
が
今
ほ
ど
求
め
ら

れ
て
い
る
時
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
状
況
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
ぶ
ん
、
今
後
の
公
助

も
、
自
助
、
共
助
の
取
り
組
み
如
何
に
よ
っ
て
そ
の
支
援
の
か
た
ち
も
変
わ
っ
て
く
る
気
分
が
あ
る

（
図
―
11
）。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
で
あ
る
家
族
や
人
が
健
全
で
健
康
で
元
気
で
あ
る
こ
と
は
前
提
で
あ

る
。
そ
れ
を
支
え
る
も
の
が
、
公
共
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、
公
共
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
歴

史
が
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
公
共
が

‘
人
ご
と

a
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い

46

今
後
の
公
助
も
、
自
助
、
共
助
の

取
り
組
み
如
何
に
よ
っ
て
そ
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支

援
の
か
た
ち
も
変
わ
っ
て
く
る
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図－11 自助・共助・公助の背景と構造について



－　－

か
と
い
う
危
惧
に
も
つ
な
が
る
。

‘
私
た
ち
ご
と

a
と
も
言
う
べ
き
、
人
ご
と
で
は
な
い
自
分
達
の

こ
と
と
い
う
領
域
を
、
ど
う
深
め
て
、
ど
う
認
識
し
、
ど
う
広
げ
て
い
く
か
が
共
助
の
考
え
方
に
つ

な
が
る
。
た
ぶ
ん
、
こ
の
領
域
は
、
私
ご
と
と
人
ご
と
（
公
共
）
の
間
を
密
接
に
関
連
づ
け
る
で
あ

ろ
う
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
の
都
市
漁
村
交
流
や
戦
略
的
な
消
費
者
と
の
直
販
な
ど
で
得
る
広
い

範
囲
の
人
や
組
織
を
私
た
ち
ご
と
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
内
発
的
地
域
振
興
を
越
え

た
共
発
的
地
域
振
興
に
発
展
す
る
可
能
性
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

漁
村
が
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
背
景
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
問
題
や
課
題
に
気
付
き
、
特

に
、
私
た
ち
ご
と
に
当
た
る
部
分
に
何
ら
か
の
問
題
意
識
や
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
漁
業
と
い
う
ひ
と
つ
の
産
業
振
興
に
関
す
る
事
業
や
活
動
、
施
設
整
備
等
に
着
手
し
よ

う
と
す
る
時
、
漁
村
活
性
化
の
目
標
の
達
成
範
囲
の
底
辺
を
で
き
る
だ
け
広
げ
て
、
効
果
的
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
漁
業
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
多
種
多
様
な
立
場
の
漁
村
住
民
、
場
合
に

よ
っ
て
は
都
市
住
民
を
含
め
た

‘
私
た
ち
ご
と

a
の
範
囲
の
人
や
組
織
と
の
連
携
や
協
働
を
深
め
、

よ
り
高
い
目
標
を
設
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
図
―
12
）。

そ
の
た
め
に
は
、
立
場
や
考
え
の
違
う
者
同
志
の
相
互
理
解
と
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
不
可
欠

と
な
り
、
い
わ
ば
「
産
み
の
苦
し
み
」
の
期
間
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
が
、
得
る
も
の
も
大
き

い
。線

を
引
か
な
い
参
加
と
協
働
に
よ
る
、
あ
る
特
定
分
野
に
固
執
し
な
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
地

域
に
は
、
線
も
行
政
区
分
も
な
い
。
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漁
村
が
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の

背
景
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の

問
題
や
課
題
に
気
付
き
、
特
に
、

私
た
ち
ご
と
に
当
た
る
部
分
に
何

ら
か
の
問
題
意
識
や
関
心
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
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図－12 漁業振興を漁村振興計画に広げていくということ
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で
は
、
漁
村
振
興
の
出
発
点
で
あ
る
地
域
の
問
題
や
課
題
に
対
す
る
漁
業
者
や
住
民
の
気
付
き
の

き
っ
か
け
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
図
―
13
で
あ
る
。
横
軸
を
時
間
の
流
れ

と
し
、
縦
軸
を
漁
獲
金
額
や
漁
家
所
得
と
し
て
み
よ
う
。
基
本
的
に
は
天
然
資
源
に
依
存
す
る
漁
獲

量
や
単
価
は
日
々
変
動
す
る
。
こ
の
図
を
、
模
式
的
に
見
れ
ば
、「
ど
う
に
か
や
っ
て
い
け
る
（
収

支
ト
ン
ト
ン
）」
と
い
う
状
況
を
挟
ん
で
、
あ
る
時
は
「
な
か
な
か
調
子
が
い
い
」
と
実
感
で
き
る

場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、「
絶
好
調
」
と
い
う
時
期
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
も
う
や

っ
て
い
け
な
い
…
だ
め
だ
」と
絶
望
す
る
よ
う
な
ボ
ト
ム
の
時
期
も
経
験
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

漁
業
が
絶
好
調
の
時
、
往
々
に
し
て
、
そ
の
状
況
に
満
足
す
る
か
、

‘
も
っ
と
儲
か
ろ
う

a
と
無

我
夢
中
で
頑
張
る
か
の
い
ず
れ
か
が
選
択
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
幻
想
に
近
い
。
漁
業
が
天

然
資
源
に
依
存
す
る
市
場
商
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、資
源
管
理
や
商
品
管
理
等
の
配
慮
を
欠
い
て
は
、

持
続
的
繁
栄
は
望
め
な
い
。
つ
ま
り
、
ピ
ー
ク
に
安
住
し
、
次
の
手
を
打
た
な
い
ま
ま
漫
然
と
し
て

い
れ
ば
、
必
ず
次
の
段
階
と
し
て
縮
小
へ
の
道
が
待
っ
て
い
る
。
反
対
に
、
あ
ま
り
に
絶
望
的
な
状

況
に
立
っ
た
時
、
漁
業
者
は
絶
望
し
、
意
気
消
沈
し
、
昔
の
漁
業
が
好
調
だ
っ
た
頃
を
懐
か
し
む
こ

と
に
終
始
し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
漁
村
の
成
立
が
資
源
依
存
的
で
あ
る
こ
と
を
最
大
の
特
徴
と

す
る
な
ら
ば
、
最
悪
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
従
事
し
て
き
た
漁
業
や
地
域
を
捨
て
て
、
他
へ
の
移
住
や

就
職
先
を
見
つ
け
る
こ
と
を
選
択
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

漁
業
を
前
提
と
し
た
地
域
振
興
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
、
①
ピ
ー
ク
時
に
こ
そ
冷
静
に
現
状
分
析

し
、
持
続
可
能
な
好
調
さ
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く
か
を
真
剣
に
構
想
す
る
こ
と
で
あ
り
、
②
ボ
ト

50

漁
業
が
天
然
資
源
に
依
存
す
る
市

場
商
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
源

管
理
や
商
品
管
理
等
の
配
慮
を
欠

い
て
は
、
持
続
的
繁
栄
は
望
め
な

い
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図
－
13

漁
村
の
時
間
的
な
推
移
と
地
域
振
興
の
考
え
方
に
つ
い
て
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ム
時
に
は
漁
業
振
興
を
核
に
、
か
つ
て
の
必
要
十
分
な
漁
家
所
得
水
準
を
回
復
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
所
得
源
（
漁
業
と
は
限
ら
な
い
）
を
い
か
に
創
出
し
て
い
く
か
を
真
剣
に
構
想
す
る
こ
と
に
な

る
。往

々
に
し
て
、
人
は
絶
好
調
の
時
に
は
確
実
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
次
の
危
機
を
想
像
し
難
く
、
危

機
の
最
中
に
あ
る
時
に
は
絶
望
と
失
意
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
特
に
、
日
々
の
生
活
に
直

結
す
る
所
得
に
関
し
て
、
冷
静
沈
着
に
長
い
目
で
見
た
構
想
眼
を
持
つ
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

し
か
し
、
地
域
を
持
続
的
に
維
持
・
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
び
と
の
糧
と
な

る
必
要
十
分
な
所
得
の
確
保
を
地
域
資
源
の
有
効
活
用
（
漁
業
に
限
ら
な
い
）
を
前
提
に
、
常
に
思

考
し
続
け
る
態
度
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
図
の
縦
軸
を
漁
村
の
地
域
活
力
と
見
立
て
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
地
域
活
力
の
定
義
は

難
し
い
が
、
適
切
な
人
口
規
模
や
年
齢
構
成
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
の
維
持
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
漁
業
を
始
め
と
し
た
多
様
な
産
業
の
立
地
・
運
営
状
況
を

言
う
の
か
も
知
れ
ず
、
地
域
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
が
健
全
か
つ
活
力
を
持
っ
て
い
る
か
い

な
い
か
と
い
う
判
断
指
標
と
想
定
し
て
み
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
で
こ
の
図
を
眺
め
て
み
る
と
、
サ

イ
ン
カ
ー
ブ
は

‘
地
域
活
力

a
の
時
間
的
変
遷
を
表
す
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
あ
る
時
期
は
漁
業

が
好
調
で
、
好
調
な
漁
業
に
不
随
し
た
水
産
加
工
業
や
流
通
業
が
盛
ん
に
な
り
、
豊
か
な
魚
介
類
を

供
す
る
観
光
産
業
も
活
発
化
し
、
そ
の
よ
う
な
経
済
活
動
の
活
性
化
に
よ
る
設
備
投
資
の
必
要
性
か

ら
建
設
・
土
木
工
事
が
増
加
す
る
こ
と
で
若
者
の
定
着
率
も
上
が
り
、
人
口
も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
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地
域
を
持
続
的
に
維
持
・
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
こ
に
暮
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人
び
と
の
糧
と
な
る
必
要
十
分

な
所
得
の
確
保
を
地
域
資
源
の
有

効
活
用
を
前
提
に
、
常
に
思
考
し

続
け
る
態
度
が
重
要
で
あ
る
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い
う
活
性
化
の
ピ
ー
ク
と
考
え
て
み
る
。

一
方
、
漁
業
は
言
う
ま
で
も
な
く
地
域
産
業
や
所
得
機
会
が
縮
小
し
、
過
疎
高
齢
化
の
進
行
が
顕

著
に
な
っ
た
場
合
を
ボ
ト
ム
と
想
定
す
る
。
ピ
ー
ク
時
に
は
多
く
の
場
合
、
そ
の
状
況
に
満
足
す
る

か
、

‘
も
っ
と
儲
か
り
た
い

a
と
無
我
夢
中
で
頑
張
る
か
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
を
構
成
す
る
事
象
は

生
き
物
で
あ
り
、
全
国
的
な
経
済
・
需
要
変
化
等
に
よ
り
容
易
に
状
況
が
変
わ
る
。
ピ
ー
ク
の
時
こ

そ
、
永
遠
の
運
動
体
と
し
て
の
地
域
の
持
続
を
念
頭
に
置
い
た
、
足
腰
の
強
い
地
域
振
興
の
あ
り
方

を
真
剣
に
議
論
し
て
お
く
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
る
。
一
方
、
地
域
の
諸
事
象
が
、
あ
ま
り
に
絶
望
的
な

状
況
に
落
ち
込
ん
だ
時
、
地
域
は
元
気
を
失
い
、
将
来
へ
の
展
望
を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
に
直
面
し
た
時
、
地
域
が
そ
の
危
機
感
を
共
有
し
、
次
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
べ
き
地
域
の
再
生
に
向
け
て
の
原
動
力
に
化
学
変
化
を
お
こ
す
素
養
が
あ
る
か
な
い
か
が
大
き

な
分
か
れ
目
に
な
る
。
こ
れ
以
上
落
ち
込
み
よ
う
が
な
い
く
ら
い

‘
地
域
活
力

a
が
落
ち
込
ん
だ
地

域
が
そ
の
ま
ま
奈
落
に
落
ち
る
の
で
は
な
く
、
再
生
・
再
活
性
化
し
た
例
は
多
い
。
む
し
ろ
、
よ
く

優
良
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
例
は
、
奈
落
前
後
の
地
域
の
住
民
が
気
付
き
、
本
気
で
動
き
出

し
た
例
の
方
が
多
い
。
そ
の
場
合
、
既
存
の
体
制
や
制
度
、
常
識
を
覆
す
ほ
ど
の
革
新
力
、
具
体
的

に
は
、
地
域
を
愛
す
る
住
民
の
底
力
が
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漁
村
は
、
と
い
う
よ
り
地
域
は
生
き
物
で
あ
り
、
周
辺
状
況
の
変
化
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
片
時
も
休
み
な
く
変
動
を
繰
り
返
す
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ピ

ー
ク
は
い
つ
ま
で
も
続
か
な
い
し
、
ボ
ト
ム
も
い
つ
ま
で
も
続
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
想
定
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ピ
ー
ク
の
時
こ
そ
、
永
遠
の
運
動

体
と
し
て
の
地
域
の
持
続
を
念
頭

に
置
い
た
、
足
腰
の
強
い
地
域
振

興
の
あ
り
方
を
真
剣
に
議
論
し
て

お
く
チ
ャ
ン
ス
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し
つ
つ
、
持
続
的
生
命
体
と
し
て
の
地
域
を
永
遠
に
運
動
さ
せ
続
け
る
こ
と
こ
そ
地
域
振
興
の
本
質

と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
思
慮
す
べ
き
有
効
な
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

‘
基
本
給

a
と

し
て
の
持
続
的
な
漁
業
・
水
産
業
の
構
築
と
、

‘
歩
合
給

a
と
し
て
の
関
連
産
業
の
振
興
が
想
起
さ

れ
る
。

問
題
は
、
限
界
集
落
に
代
表
さ
れ
る
過
疎
高
齢
化
が
進
み
過
ぎ
た
漁
村
で
あ
る
。
再
生
不
能
に
な

る
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
限
界
集
落
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
集
落
、
つ
ま
り
、

ボ
ト
ム
前
後
の
集
落
が
気
付
き
、
動
き
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

漁
家
所
得
に
占
め
る
漁
業
所
得
割
合
の
低
下
や
、
漁
業
専
業
的
経
営
体
と
兼
業
経
営
体
の
分
化
、

漁
村
に
お
け
る
混
住
化
の
進
行
と
漁
家
率
の
低
下
等
の
要
因
を
考
慮
す
る
と
、
漁
村
を
単
純
に
生
産

の
場
と
し
て
の
み
規
定
す
る
こ
と
に
は
、
や
や
無
理
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
前
半
で

漁
村
の
定
義
や
類
型
化
に
重
き
を
置
い
た
よ
う
に
、
漁
村
は
一
様
で
は
な
く
、
言
う
ま
で
も
な
く
生

産
性
の
高
い
漁
村
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
村
の
特
性
に
応
じ
た
処
方
箋
が
必
要
に
な
る
。

つ
ま
り
、
漁
村
を
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
が
活
力
と
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
地
域
社
会
と
し
て
捉
え
た

時
、
漁
村
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
漁
業
や
水
産
業
を
産
業
の
核
と
し
て
据
え
る
こ
と
を
前
提

と
し
つ
つ
、
同
時
に
、
定
住
社
会
の
構
築
の
観
点
か
ら
は
漁
業
・
水
産
業
以
外
の
産
業
所
得
機
会
の

創
出
が
急
務
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
る
新
た
な
産
業
お
こ
し
は
、
多
様
な
価
値
観

を
持
つ
人
び
と
の
自
己
実
現
や
キ
ャ
リ
ア
の
発
揮
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

漁
村
の
地
域
振
興
と
産
業
振
興
の
関
係
を
考
慮
す
る
時
、
図
―
14
が
分
か
り
安
い
の
で
は
な
い
だ
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築
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図－14 漁業所得と関連産業所得の補完関係の考え方



－　－

ろ
う
か
。

下
を
底
辺
と
す
る
正
三
角
形
を
漁
家
あ
る
い
は
漁
業
者
と
考
え
て
み
る
。
三
角
形
の
頂
点
に
い
く

に
従
い
漁
業
に
よ
り
十
分
な
所
得
が
得
ら
れ
る
漁
業
依
存
度
の
高
い
専
業
漁
家
と
し
、
底
辺
に
向
か

っ
て
広
が
る
に
従
い
兼
業
的
性
格
が
強
ま
る
漁
家
と
想
定
し
て
み
る
。
底
辺
は
漁
家
が
必
要
な
所
得

額
で
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
と
重
な
る
逆
三
角
形
を
漁
業
所
得
額
の
大
き
さ
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
好

調
な
漁
業
を
営
む
専
業
的
中
核
漁
家
は
、
必
要
な
漁
家
所
得
に
占
め
る
漁
業
所
得
の
割
合
が
高
く
な

り
、
反
対
に
漁
業
所
得
規
模
が
小
さ
か
っ
た
り
、
漁
業
以
外
の
所
得
依
存
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
漁
業

生
産
や
漁
業
所
得
額
が
縮
小
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
、
必
要
な
漁
家
所
得
を
、
三

角
形
の
底
辺
の
長
さ
（
例
え
ば
、
平
成
一
五
年
の
一
般
勤
労
世
帯
平
均
所
得
で
あ
る
六
三
〇
万
円
）

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
資
源
状
況
や
漁
業
形
態
の
条
件
が
限
定
さ
れ
漁
業
所
得
が
限
ら
れ
る
漁
家

で
は
、
漁
業
以
外
の
有
効
な
就
業
・
所
得
機
会
を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

当
た
り
前
の
図
式
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
確
保
す
べ
き
補
足
的
漁
家
所
得
に

該
当
す
る
編
目
部
分
の
面
積
は
、
漁
業
所
得
を
示
す
三
角
形
の
図
の
面
積
に
匹
敵
し
て
い
る
事
実
に

注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
現
在
の
総
漁
業
生
産
所
得
額
（
正
三
角
形
の
面
積
）
に
匹
敵
す
る
新
た
な

産
業
所
得
額
（
編
み
目
部
分
の
二
つ
の
三
角
形
の
面
積
の
和
）
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
沿
岸
漁
家
所
得
に
占
め
る
漁
業
所
得
が
五
割
以
下
と
い
う
事
実
か

ら
、
真
実
味
を
帯
び
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

正
三
角
形
を
漁
村
地
域
と
見
な
す
見
方
も
あ
る
。
三
角
形
の
頂
点
に
い
く
に
従
っ
て
、
優
れ
た
資
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資
源
状
況
や
漁
業
形
態
の
条
件
が

限
定
さ
れ
漁
業
所
得
が
限
ら
れ
る

漁
家
で
は
、
漁
業
以
外
の
有
効
な

就
業
・
所
得
機
会
を
確
保
す
る
必

要
が
生
じ
て
く
る
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源
立
地
に
よ
る
良
好
な
漁
業
に
よ
り
、
漁
村
地
域
の
主
要
な
所
得
を
漁
業
が
十
分
賄
う
地
域
と
み
な

す
。
一
方
、
地
形
や
漁
場
や
資
源
条
件
が
不
利
な
た
め
、
漁
業
所
得
に
過
度
の
期
待
が
で
き
な
い
地

域
が
、
底
辺
に
い
く
に
従
い
多
く
な
る
。
沿
岸
漁
業
や
漁
村
は
多
様
で
あ
り
、
漁
業
に
依
存
す
る
漁

村
と
し
て
成
立
し
た
も
の
の
、
地
域
の
基
幹
産
業
・
所
得
機
会
と
し
て
の
力
強
さ
を
漁
業
が
喪
失
し

つ
つ
あ
る
漁
村
も
多
い
。
こ
の
図
を
当
て
は
め
る
ま
で
も
な
く
、
三
角
形
の
頂
上
に
位
置
す
る
漁
村

は
少
数
派
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
底
辺
を
構
成
す
る
疲
弊
型
の
漁
村
の
方
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
印

象
は
否
め
な
い
。
産
業
と
し
て
の
漁
業
が
疲
弊
し
た
漁
村
の
場
合
、
当
然
な
が
ら
漁
業
所
得
に
多
く

を
依
存
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
漁
業
・
水
産
業
以
外
の
有
効
な
産
業
・
就
業
所
得
の
創
出
が
漁
村
の

振
興
上
急
務
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
村
の
特
徴
や
課
題
に
会
っ
た
処
方
を
描
い
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
基
本
的
な
漁
村
計
画
の
考
え
方
は
図
―
15
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。

漁
業
者
を
含
め
た
地
域
住
民
を
中
心
と
し
た
漁
村
振
興
の
発
意
と
意
識
、
つ
ま
り
、
先
ず
、
気
付

き
が
無
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
。
更
に
、
地
域
の
将
来
を
描
く
た
め
に
は
良
い
面
も
悪
い
面
も
含
め
た

現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
メ

ン
バ
ー
、
最
近
で
は
大
学
の
学
生
等
の
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
と
い
っ
た
か
た
ち
で
の
参
加
も
あ
る
が
、

地
図
と
三
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、集
落
再
発
見
の
作
業
を
行
う
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

住
み
な
れ
た
地
域
も
、
問
題
意
識
も
持
っ
て
歩
き
、
地
図
に
問
題
点
を
書
き
込
ん
で
い
く
と
、
全
く

新
し
い
発
見
が
あ
る
。
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漁
業
・
水
産
業
以
外
の
有
効
な
産

業
・
就
業
所
得
の
創
出
が
漁
村
の

振
興
上
急
務
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図－15 漁村興計画の基本な考え方のながれ
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地
域
の
現
状
を
一
通
り
把
握
し
た
ら
、
改
善
す
べ
き
問
題
点
と
課
題
と
誇
る
べ
き
地
域
の
財
産
に

分
け
る
作
業
が
待
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
専
門
家
等
の
意
見
を
聞
く
と
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
こ

と
が
多
い
。

そ
し
て
、
問
題
点
や
課
題
を
ど
う
排
除
・
縮
小
・
解
消
し
て
い
く
の
か
と
い
う
方
法
と
、
優
れ
た

地
域
の
宝
を
最
大
限
に
活
か
す
方
法
を
同
時
に
考
え
る
作
業
が
待
っ
て
い
る
。
こ
の
作
業
は
、
あ
る

意
味
で
楽
し
い
し
、
苦
し
い
。
つ
ま
り
、
関
係
者
の
合
意
形
成
に
相
当
の
時
間
と
労
力
を
必
要
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
信
頼
の
お
け
る
有
識
者
の
意
見
を
聞
い
て
み
る
の
も
い
い
か
も
知
れ

な
い
。

こ
こ
で
の
議
論
の
整
理
が
、結
果
と
し
て
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、つ
ま
り
、
関
係
者
が
合
意
し
た

漁
村
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
な
が
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
た
ぶ
ん
多
く
の
欲
張
り
な

‘
色

a

で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
従
っ
て
、
そ
の
次
に
大
事
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

‘
色

a
を
誰

が
、
何
時
、
ど
の
よ
う
に
塗
る
か
と
い
う
秩
序
だ
っ
た
行
動
計
画
で
あ
り
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の

役
割
分
担
の
整
理
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
全
て
を
同
時
平
行
で
実
施
し
よ
う
と

し
て
失
速
す
る
こ
と
が
多
く
、
長
期
を
見
据
え
つ
つ
、
先
ず
は
出
来
る
こ
と
を
実
践
し
、
み
ん
な
が

自
信
を
持
つ
事
も
重
要
で
あ
る
。
一
度
決
め
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
金
科
玉
条
の
よ
う
に
頑
固
に
守

り
続
け
る
必
要
も
無
い
。
状
況
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
変
化
さ
せ
、
進
化
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
地
域

は
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
状
況
は
変
わ
る
。

九
州
の
あ
る
海
辺
の
集
落
を
歩
い
て
い
た
時
、
住
民
か
ら

‘
船
人
馬
鹿
（
ふ
な
と
ば
か
）

a
と
い
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問
題
点
や
課
題
を
ど
う
排
除
・
縮

小
・
解
消
し
て
い
く
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い
う

方
法
と
、
優
れ
た
地
域
の
宝
を
最

大
限
に
活
か
す
方
法
を
同
時
に
考

え
る
作
業
が
待
っ
て
い
る
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う
言
葉
を
聞
か
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
漁
師
は
、
海
や
漁
の
こ
と
し
か
考
え
ず
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

り
の
こ
と
を
話
そ
う
と
し
て
も
協
力
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漁
港
や
漁
村
等
公
共
事
業

に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
い
て
も
、
漁
業
者
の
出
席
が
悪
い
と
ぼ
や
く
行
政
マ
ン
も
い
た
。
漁
業

の
操
業
時
間
は
、
昼
夜
全
く
逆
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
漁
業
者
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く

時
、地
域
の
季
節
的
な
漁
業
操
業
時
間
等
に
も
配
慮
し
な
い
と
協
働
作
業
に
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
最
近
、
漁
師
の
父
さ
ん
た
ち
に
代
わ
っ
て
、
漁
村
の
女
性
た
ち
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
い
。
地

域
の
将
来
を
語
る
時
、
最
初
か
ら
女
性
た
ち
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
具
体
的
実

践
に
関
す
る
彼
女
ら
の
行
動
力
の
面
か
ら
も
不
可
欠
で
あ
る
。

大
き
な
時
代
の
変
化
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
村
が
置
か
れ
た
現
状
を
冷
静
に
検
証
し
つ
つ
、
自
助
、

共
助
、
公
助
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
見
据
え
て
、
そ
の
役
割
と
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

昨
今
、
公
共
的
施
策
や
公
共
事
業
へ
の
批
判
や
費
用
対
効
果
に
関
す
る
議
論
も
喧
し
い
が
、
要
は
、

地
域
が
そ
の
地
域
に
合
っ
た
自
助
・
共
助
の
議
論
の
中
か
ら
導
き
出
し
た
将
来
像
を
共
有
し
、
的
確

に
運
営
す
る
ソ
フ
ト
が
確
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
そ
れ
を
支
援
す
る
応
援
団
と
し
て
の
行
政

の
役
割
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
多
用
途
利
用
に
関
す
る

規
制
緩
和
、
行
政
側
の
横
の
連
携
と
対
応
等
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

自
ら
を
日
本
の
、
あ
る
い
は
地
球
の

‘
へ
そ

a
と
自
負
し
た
漁
村
が
、
列
島
の
津
々
浦
々
に
生
ま

れ
、
限
界
集
落
と
い
う
言
葉
が
な
く
な
る
日
が
く
る
こ
と
を
祈
る
。
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大
き
な
時
代
の
変
化
の
中
、
そ
れ

ぞ
れ
の
漁
村
が
置
か
れ
た
現
状
を

冷
静
に
検
証
し
つ
つ
、
自
助
、
共

助
、
公
助
そ
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ぞ
れ
の
意
味
を
見

据
え
て
、
そ
の
役
割
と
連
携
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求

め
ら
れ
て
い
る
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図－16 魚眼マップの世界観

大都市や中核都市を中心に据え、それぞれの農山漁村を周縁と位置付ける発
想は、東京発の電車が“下り”で、東京着が“のぼり”という考え方に通じる。
一方、漁村計画にあって、それぞれの地域の中心がそれぞれの地域にあるとい
う現実と自負、流通消費や交流などに関する周辺地域との関係把握の方法があ
っていい。吉阪隆正（当時、早稲田大学教授）は、今からほぼ40年前の昭和45
年に、そのような世界認識の方法を“魚眼マップ”という手法により確立して
いる。通常の地図は、同一縮尺で平面的であり、規模の大きい施設や地形に目
を奪われがちであり、示される情報は一定の区画にとどまり、広域的な把握は
難しい。しかし、“魚眼マップ”の手法を用いた時、理論的には、計画対象地
域の地図縮尺を大きく、周辺・広域にいくに従いその縮尺を小さくしていくこ
とで、その地域の思いを含めた地図情報が大きく浮かび上がり、しかも広域的
な周辺との関係性を把握することができる。つまり、自らの正確な情報と位置
を明確化することが可能になり、今も新しい地域計画の方法と言えよう。
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お
わ
り
に

日
本
中
を
黙
々
と
歩
き
、
人
々
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
離
島
振
興
法
の
制
定
に
尽
力
し
た
宮
本

常
一
や
、「
考
現
学
」
を
提
唱
し
街
角
に
立
ち
続
け
た
今
和
次
郎
、
そ
し
て
彼
ら
の
系
譜
に
連
な
り

‘
営
み
と
か
た
ち

a
の
意
味
を
追
い
、「
有
形
学
」
を
説
い
た
吉
坂
隆
正
の
眼
差
し
が
好
き
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
教
科
書
に
載
っ
た
年
表
と
は
一
味
違
う
、
も
う
ひ
と
つ
の
歴
史
の
蓄
積
を
背
景
に
し

た
人
々
の
リ
ア
ル
な
暮
ら
し
や
営
み
と
い
う

‘
今

a
を
見
つ
め
、
そ
こ
に
流
れ
る
も
の
を
「
発
見
」

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
優
れ
た
提
案
を
し
続
け
た
人
た
ち
で
あ
る
。

宮
本
民
俗
学
は
、
彼
が
若
い
郵
便
局
員
と
し
て
配
達
先
の
地
域
を
隅
か
ら
隅
ま
で
知
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
か
え
り
み
れ
ば
、
筆
者
自
身
、
長
い
こ
と
全
国
の
浜
を
歩
く
中
で
、

熱
っ
ぽ
く
地
域
を
語
る
若
い
郵
便
局
員
や
、
次
の
世
代
に
い
い
か
た
ち
で
地
域
を
ど
う
引
き
継
い
で

い
く
の
か
を
若
者
達
と
議
論
し
つ
つ
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
定
置
網
経
営
者
、
衰
退
す
る

漁
業
や
漁
村
の
再
生
を
信
じ
て
孤
軍
奮
闘
す
る
漁
協
職
員
や
行
政
マ
ン
、
悩
む
前
に
行
動
し
男
た
ち

を
引
っ
張
る
頼
も
し
い
女
性
達
な
ど
、
地
域
を
知
り
尽
く
し
た
無
名
の
宮
本
常
一
や
今
和
次
郎
、
吉

坂
隆
正
に
数
多
く
出
会
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
の
一
人
が
こ
ぼ
し
た
「
過
疎
自
体
は
怖
く
な
い
。
怖

い
の
は
、
む
し
ろ
、
人
々
の
心
の
中
に
巣
く
う
過
疎
の
方
だ
。」
と
い
う
言
葉
が
、
ず
っ
と
忘
れ
ら

れ
な
い
で
い
る
。
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「
過
疎
自
体
は
怖
く
な
い
。
怖
い
の

は
、
む
し
ろ
、
人
々
の
心
の
中
に

巣
く
う
過
疎
の
方
だ
。」
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筆
者
は
、
漁
村
計
画
を
、
人
々
の
暮
ら
し
と
自
己
実
現
の
場
と
し
て
の

‘
地
域
社
会

a
計
画
と
捉

え
た
い
と
思
う
。
つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
漁
業
や
漁
村
の
独
自
性
に
立
脚
し
た

ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
一
方
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
人
に
よ
っ
て
は
、
箱
も
の
や
道

路
等
の
も
の
づ
く
り
で
あ
っ
た
り
、
経
済
・
産
業
振
興
で
あ
っ
た
り
、
ひ
と
づ
く
り
や
組
織
づ
く
り

で
あ
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
共
通
認
識
化
さ
れ
て

は
い
な
い
。
ま
た
、
地
域
が
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
漠
と
し
た
対
象
に
行
政
支
援
を
求
め
た
い
場
合
も
、

実
は
水
産
部
署
な
の
か
建
設
部
署
な
の
か
、経
済
・
産
業
部
署
な
の
か
不
明
確
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

新
た
な
認
識
な
り
、
体
制
の
再
構
築
の
必
要
性
も
感
じ
る
。
特
に
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
行
政
の
広

域
化
が
進
む
中
、
気
付
き
、
動
き
始
め
よ
う
と
す
る
地
域
の
人
達
が
誰
に
相
談
し
、
誰
と
協
働
す
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
後
の
漁
村
の
行
く
末
に
つ
い
て
は
、
周
辺
条
件
の
変
化
要
因
が
不
透
明
な
こ
と
と
そ
れ
ぞ
れ
の

漁
村
が
あ
ま
り
に
多
様
な
こ
と
か
ら
、筆
者
に
必
ず
し
も
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
訳
で
は
な
い
し
、

本
稿
で
示
し
た
論
考
も
、
極
め
て
私
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
試
行
錯
誤
し
つ

つ
思
索
し
、
行
動
す
る
無
名
の
宮
本
、
今
、
吉
坂
と
、
外
部
の
専
門
家
や
行
政
関
係
者
、
場
合
に
よ

っ
て
は
都
市
住
民
が
、
ど
の
よ
う
に
共
感
、
連
携
、
協
働
す
る
こ
と
で
、
最
大
効
果
を
あ
げ
て
い
け

ば
よ
い
の
か
と
い
う
方
法
論
も
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

た
だ
、
津
々
浦
々
に
成
立
す
る
健
全
な
自
然
と
生
業
と
暮
ら
し
の
関
係
性
の
か
た
ち
と
し
て
の
漁

村
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
も
の
が
魅
力
的
な
だ
け
に
、
漁
業
や
漁
村
に
関
心
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町
村
合
併
に
よ
る
行
政
の
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域

化
が
進
む
中
、
気
付
き
、
動
き
始

め
よ
う
と
す
る
地
域
の
人
達
が
誰

に
相
談
し
、
誰
と
協
働
す
れ
ば
い

い
の
か
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を
持
つ
多
く
の
立
場
の
人
々
と
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
と
願
う
。

従
っ
て
、
本
論
考
に
関
す
る
読
者
の
皆
様
の
批

判
や
助
言
、
ご
意
見
を
、
東
京
水
産
振
興
会
あ
る

い
は
筆
者
宛
に
是
非
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

tom
ita.gyoson@

nifty.com

日
本
は
、
地
理
的
に
日
本
列
島
と
呼
ば
れ
、
津
々
浦
々
と
い
う
素
敵
な
言
葉
を
持
つ
国
で
あ
る
。
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※
［注］

宮
本
常
一

明
治
四
〇
年
八
月
一
日
、
旧
東
和
町
（
現
周
防
大
島
町
）
長
崎
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
四
年
大
阪
天

王
寺
師
範
学
校
卒
業
後
、
小
・
中
学
校
教
育
に
専
念
。
昭
和
九
年
か
ら
柳
田
国
男
に
師
事
し
て
民
俗

学
を
学
び
、
昭
和
一
〇
年
渋
沢
敬
三
に
師
事
。
昭
和
一
四
年
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
研
究
員
と
し

て
全
国
各
地
の
民
俗
調
査
に
従
事
。

昭
和
四
〇
年
日
本
観
光
文
化
研
究
所
所
長
。
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
、
全
国
離
島
振
興
協
議
会
顧

問
、
昭
和
三
六
年
「
日
本
の
離
島
」
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
、「
中
国
風
土
記
」
で
中
国
文

化
賞
、
昭
和
五
二
年
「
宮
本
常
一
著
作
集
」
で
今
和
次
郎
賞
、
昭
和
五
六
年
一
月
永
眠
。
同
年
勲
三

等
瑞
宝
章
。
昭
和
六
一
年
東
和
町
名
誉
町
民
（
第
一
号
）
の
称
号
を
追
贈
さ
れ
る
。

「
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
」
な
ど
の
著
作
で
根
強
い
フ
ァ
ン
を
持
つ
民
俗
学
者
の
宮
本
常
一
は
、
昭

和
を
代
表
す
る
空
前
の
旅
人
だ
っ
た
。
彼
は
七
三
年
の
生
涯
に
、
地
球
を
丁
度
四
周
す
る
一
六
万
キ

ロ
も
の
行
程
を
日
本
全
国
に
印
し
た
。
泊
ま
っ
た
民
家
は
千
件
以
上
に
も
及
び
、
野
宿
す
る
こ
と
も

珍
し
く
な
か
っ
た
。

宮
本
を
物
心
両
面
か
ら
支
え
た
パ
ト
ロ
ン
の
渋
沢
敬
三
が
、
宮
本
の
業
績
を
称
し
て
言
っ
た
「
日

本
の
白
地
図
の
上
に
宮
本
君
の
足
跡
を
赤
イ
ン
ク
で
印
し
て
い
っ
た
ら
、
日
本
列
島
は
真
っ
赤
に
な

る
」
と
い
う
言
葉
は
有
名
で
あ
る
。（
周
防
大
島
郷
土
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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今
和
次
郎

建
築
家
、
民
俗
研
究
家
。
青
森
県
弘
前
（
ひ
ろ
さ
き
）
市
出
身
。
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
東

京
美
術
学
校
図
案
科
卒
業
。
一
五
年
（
大
正
四
）
早
稲
田
（
わ
せ
だ
）
大
学
建
築
学
科
助
教
授
、
二

〇
年
教
授
。
民
家
研
究
創
始
者
の
一
人
。
服
装
研
究
家
と
し
て
も
著
名
。
民
家
を
単
に
建
築
と
し
て

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
民
俗
学
的
な
観
点
か
ら
追
究
。
一
方
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
も
着
目
し
、「
考

現
学
」
を
創
始
。
古
い
も
の
の
美
し
さ
を
新
し
い
生
活
の
な
か
に
生
か
す
こ
と
を
提
唱
し
、
実
践
的

な
面
で
活
躍
し
た
。
主
著
に
「
日
本
の
民
家
」「
考
現
学
」「
住
居
と
く
ら
し
」「
住
生
活
」「
西
洋
服

装
史
」
な
ど
が
あ
る
。（
日
本
大
百
科
全
書
　
小
学
館
よ
り
）

吉
阪
隆
正

建
築
家
、
都
市
・
地
域
計
画
家
。
東
京
生
ま
れ
。
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
早
稲
田
大
学
建
築

学
科
卒
業
後
、
母
校
に
残
り
五
〇
年
助
教
授
、
五
九
年
教
授
と
な
る
。
こ
の
間
五
〇
〜
五
二
年
フ
ラ

ン
ス
に
留
学
し
て
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
に
師
事
、
帰
国
後
五
四
年
に
吉
阪
研
究
室
（
後
の
Ｕ
研
究
室
）

を
開
設
し
て
設
計
活
動
に
入
る
。
既
成
に
と
ら
わ
れ
ぬ
大
胆
な
造
形
に
特
色
が
あ
り
、
お
も
な
作
品

に
自
邸
（
一
九
五
四
）、
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
日
本
館
（
一
九
五
八
）、
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ

校
舎
（
一
九
六
一
）、
八
王
子
の
大
学
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
一
九
六
五
）
が
あ
る
。
そ
の
独
特
な

風
貌
と
個
性
的
な
作
風
で
知
ら
れ
る
が
、
地
球
的
な
ス
ケ
ー
ル
と
文
明
論
的
な
視
野
で
幅
広
く
建
築

や
都
市
を
真
撃
に
考
え
抜
い
た
思
想
家
で
も
あ
っ
た
。
人
と
も
の
と
の
か
か
わ
り
を
見
つ
め
て
、
そ
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の
豊
か
な
関
係
性
を
探
る
「
有
形
学
」
を
提
唱
し
つ
つ
、
あ
る
と
き
は
壮
大
な
地
域
計
画
を
あ
ら
わ

し
、
そ
し
て
、
も
の
に
命
を
込
め
る
デ
ィ
テ
ー
ル
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
実
践
者
で
も
あ
っ
た
。（
吉

阪
隆
正
展
「
頭
と
手
」
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
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◇
…
中
国
国
内
で
ス
ト
が
多
発
し

て
い
る
。
そ
の
ス
ト
も
日
本
や
韓

国
・
欧
州
な
ど
の
外
資
と
、
台
湾

系
の
企
業
で
起
こ
っ
て
い
る
。
中

心
勢
力
は
二
十
歳
代
の
若
い
労
働

者
の
鬱
積
し
た
不
満
に
火
が
つ
い

た
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
低
賃
金
ば
か
り
で

は
な
い
台
湾
系
企
業
で
は
人
権
問
題
に
も
な

り
か
ね
な
い
労
働
者
の
酷
使
が
あ
る
。
時
間

中
の
お
し
ゃ
べ
り
の
禁
止
や
ト
イ
レ
の
制
限

ま
で
あ
っ
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
人
権

の
抑
圧
で
あ
る
。

◇
…
中
国
に
よ
る
と
雇
用
情
勢
は
安
定
し
て

い
る
と
常
に
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
人
事
社

会
保
障
省
で
は
二
〇
〇
九
年
、
八
月
の
失
業

率
は
四
・
三
％
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
だ
が

新
卒
大
学
生
の
三
割
以
上
が
就
職
先
が
決
ま

っ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
も
偽
装
が
あ

る
よ
う
だ
。
就
職
が
内
定
し
て
い
な
い
学
生

に
は
卒
業
証
書
を
渡
し
て
い
な
い
と
い
う
。

別
の
「
社
会
青
書
」
の
資
料
で
は
九
・
六
％

だ
と
記
録
し
て
い
る
。
更
に
も
っ
と
ひ
ど
い

数
字
も
あ
る
。
都
市
部
の
失
業
率
は
二
〇
％

を
超
え
て
い
る
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。

◇
…
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
不
況
か
ら
の
立
ち
直
り

も
早
か
っ
た
。
上
海
万
博
も
成
功
を
つ
か
ん

だ
よ
う
だ
。中
国
は
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

優
秀
な
人
材
を
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
て

い
る
。
最
新
流
行
の
分
野
に
学
ば
せ
て
、

本
国
に
引
き
揚
げ
る
。
し
か
し
、
本
国
で

は
仕
事
が
な
い
。
こ
れ
ら
優
秀
な
人
的
資

源
の
活
用
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
。

そ
れ
に
環
境
問
題
、
飲
料
水
が
汚
染
さ
れ
、

煙
は
出
し
っ
放
し
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

と
共
産
党
の
一
党
独
裁
社
会
は
両
立
し
な

い
の
で
は
な
い
か
。
今
回
の
ス
ト
の
多
発

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
が
大
き
い
と
い

う
。

◇
…
中
国
の
複
雑
な
社
会
構
成
の
な
か
で

成
功
を
お
さ
め
て
い
る
の
は
資
生
堂
だ
と

い
う
。
資
生
堂
が
社
是
と
し
て
い
る
も
の

は
、
リ
ベ
ー
ト
対
応
な
ど
は
現
地
の
支
社

長
が
行
う
が
、
不
当
な
賄
賂
要
求
は
絶
対

に
断
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
日
本
企
業

の
足
許
を
見
透
か
さ
れ
た
中
国
の
つ
け
込

み
に
は
絶
対
の
ら
な
い
と
い
う
不
動
の
信

念
が
う
か
が
え
る
。
中
国
経
済
が
膨
ら
め

ば
膨
ら
む
ほ
ど
市
場
へ
の
魅
力
は
大
き
く

な
る
。
な
に
し
ろ
人
口
一
三
億
を
抱
え
る

巨
大
市
場
。
日
本
側
と
隣
接
す
る
市
場
だ

け
に
提
携
し
、
友
好
関
係
を
強
め
た
い
の

は
当
然
で
あ
る
。
外
交
の
達
人
で
あ
る
中

国
相
手
に
ど
れ
だ
け
の
取
組
み
が
で
き
る

か
。（
Ｋ
）

時事余聞

今
漁
村
は
大
き
な
変
革
の
中
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
漁
村
人
口
も
急
速
な
縮
小
傾
向
に
あ

り
、
し
か
も
水
産
物
の
需
要
を
支
え
る
消
費
者

人
口
も
高
齢
少
子
化
を
迎
え
、
お
ま
け
に
経
済

停
滞
、
財
政
悪
化
な
ど
極
端
な
悪
条
件
を
背
負

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
村
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ

れ
漁
村
が
抱
え
る
自
助
、
共
助
、
公
助
の
観
点

か
ら
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、
活
力
あ
る
漁
村
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
か
、
の
趣
旨
の
も
と
に

論
評
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
時
宜
を

得
た
好
論
評
で
、
筆
者
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」

第
五
一
一
号

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
発
行

（
非
　
売
　
品
）

中

澤

齊

彬

編
集
兼

発
行
人

発
行
所

〒
104-
0055

東
京
都
中
央
区
豊
海
町
五
番
九
号

東
京
水
産
会
館
五
階

財
団
法
人
　
東
京
水
産
振
興
会

印
刷
所
　
㈱
連
合
印
刷
セ
ン
タ
ー

電
　
話
（
03
）
三
五
三
三
―
八
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
03
）
三
五
三
三
―
八
一
一
六

（
本
稿
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
）
ご意見・ご感想をホームページよりお寄せ下さい。

URL  http://www.suisan-shinkou.or.jp/

「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人
　
東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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時
事
余
聞
　
編
集
後
記

富と
み

田た

宏
ひ
ろ
し

略
歴
▽
株
式
会
社
漁
村
計
画
　
代
表
取

締
役
１
級
建
築
士
・
技
術
士
（
水
産

土
木
）

一
九
五
五
年
熊
本
市
生
ま
れ
。

八
〇
年
に
早
稲
田
大
学
理
工
学

部
建
築
学
科
卒
業
後
、
八
二
年

よ
り
㈱
漁
村
計
画
研
究
所
。
〇

〇
年
よ
り
同
社
代
表
取
締
役
を

経
て
、
〇
九
年
よ
り
㈱
漁
村
計

画
設
立
、
同
代
表
取
締
役
。
現

場
に
真
実
あ
り
を
モ
ッ
ト
ー
に

全
国
の
漁
村
を
歩
き
、
漁
業
者

や
漁
村
住
民
と
飲
み
か
つ
議
論

し
な
が
ら
、
漁
村
の
環
境
整
備

や
地
域
お
こ
し
に
関
わ
る
。

最
近
の
興
味
の
所
在
は
、
市
町

村
合
併
下
の
小
規
模
漁
村
集
落

の
最
小
自
治
単
位
と
し
て
の
自

律
性
の
あ
り
方
と
、
漁
村
に
お

け
る
内
発
的
地
域
お
こ
し
の
有

効
な
方
法
論
と
し
て
の
都
市
漁

村
交
流
を
含
め
た
多
様
な
産
業

お
こ
し
の
あ
り
方
。

〇
一
年
よ
り
国
土
交
通
省
地
域

振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
早
稲
田

都
市
計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
幹
事
、

長
崎
県
水
産
人
材
バ
ン
ク
専
門

家
、
高
知
県
産
業
振
興
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
歴
任
。
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